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119 暫 DVD SPET 


箇 か な 時 代 より 人 々 | Men る NN ワー ス ] 


李 け 取っ た 石本 の の けら 
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THE EIGHT'CLAN 


大 地 に 暮らす [ 光 の 一 族 ] は 、 一 族 最強 の 嘱 士 で も 
ある 勇壮 な 王 、- フ ァ ブ リス の も と 、 日 々 戦闘 意欲 を 


暗 還 ぶし い 陽光 に 溢 ん だ 湖面 は 輝 ざ 、 丘 を 吹き 
ぬけ る 風 に 木の葉 が ざわ めく 。 緑 あふ れる 


高め て いた 。 王 自ら が 戦場 で 陣頭 指揮 を と る 光 の 軍 
隊 は 女 兵士 た ちの 戦闘 能力 も 高く 、 多 彩 な 戦術 を 用 
いて ここ 身 で ある -「 影 の 一 族 - の 本 拠 地 、: 地 下 城 へ の 
侵攻 を くり 返す 彼ら の 熱い 土気 を 後押し じ て い る 
の ほ 、 一 族 に 語 ひ つが れる 一 人 の 勇者 の 伝説 だ うた 。 


中 吉 / 


〇 G u ji d qa n c e 


文 文 友 WORDS WORTH 
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所 ineei@pLE S 朋 へ DOVY ( 開 代 軸 


も) 生 て 


目 な る は すずの 少年 、 ア スト ラル 。 国 同 圭 


の 戦争 な ど 意 識 外 の 彼 は 、 父 王 や 婚約 


者 の シャ ロン の 期待 に 反し 、 語 の 練習 


も せ ず 仲間 と ふざけ 合っ て ば か り で 、 


異性 へ の 興味 だ け は 一 人 前 。 だ が 、 語 


士 と し て も 一 流 の シャ ロン に 見 下さ れ 


衣 。 た アス トラ ル は 、 彼 女 を ふり 向 か せよ 


うと 剣士 を 目指 す 。 や が て 、 悲 し い 戦 


争 が 彼 を 一 人 前 の 男 へ と 変え て いく 


軟 衣 で . お 気楽 な 影 の 一 族 の 王子 


3 ャ ぐす 


過 保 護 に 育て られ た 影 の 一 族 の 王子 。「 刻 士 の 証 」 を 持つ 


こと も 許さ れず 、 光 の 一 族 と の 戦闘 と は 無縁 に の ん びり 
と 日 々 を 過ごす 彼 だ が 、 婚 約 者 の シャ ロン が ら は バカ に 


され て いる 。 や さ し く 思い や り が ある が 、 少々 いい 加減 。 


009 


[剣士 の 証 | さえ あれ は 、 
シャ ロン に バカ に され な く て 


記憶 を 失い 地上 を さす ら っ て いた 彼 は 、 そ の 刻 の 腕 や 容 
貌 か ら 、 伝 説 の 刻 士 「 ポ ルッ クス ]. と し て 光 の 一 族 と と 
も に 暮らす 。 長 い 放 浪 生活 を 経た 彼 の 表情 は 苦渋 に 満ち 、 


人 迫力 すら 感じ させ る が 、 時 折 シ ャ イ な 一 面 を の ぞ か せる 。 
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[思い * 出 せな v se: 有 
0 Naefa 座 は … 誰 な ん だ ……・| 


「 座 の 過去 は …… 一 村 …… ] 
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アス トラ ル の 婚約 者 で あり 、 た し か な 刻 の 腕 を 持つ 彼女 


は 影 の 一 族 で も 一 目 置 か れる 存在 。 アス トラ ル に 男 と し: 


て の 物足りな さ を 感じ て いる が ……。 さ っ そう と 和 を 操 


る 彼女 の 美 じ さ は 殺伐 と し た 戦場 で こそ 、 い っ そう 柳 く 。 


| 夢 じ ゃ な い の ね 、 
アス トラ ル な の れ ね ……| 


ひたむき に 王子 様 を 見 守る 仔 猪 。 


回 


ーー EE ーーー ニー ナ 


と < 3 po 
に O 


地下 城 の 剣士 の 訓練 所 で 側 く 、 半 人 半 獣 の 少女 。 や さ し 
い 王子 アス ドラ ル に 、 け な ば な 想い を 抱き 続け て いる 。 
し か し シャ ロン の た め に 剣士 の 資格 を 得 よう と 、 必 死 で 


闘う アス ホラ ル を 見 つめ る 彼女 の まな ざし は 複雑 …・。 
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村上: 提 


| この 浮い は 
いつ まで 続く の で し ょ うか の 」 


「 ど うし て も アス トラ ル 様 の こと が 
選 配 て で ……」 


075 


総力 戦 で 地下 城 に 乗り こん で きた 、 光 の 一 族 の 女 魔 導 師 。 
少女 めい た 可憐 な 容貌 と は 裏腹 に 、 光 の 究極 魔法 を 近 る 
ほど の 実力 を 持つ が 、 影 の 一 族 の 罠 に は まり 囚われ の 身 


と な る 。 光 の 一 族 の 王 、 フ ァ ブ リス の 義理 の 娘 で も ある 。 
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「 こ の 私 が 喝 の 一 族 の 
り 介 、 お ぞ 拓 い モ ノ を 入れ られ て 
N 香 . 庄 較 思 っ て v ゝ る の で すか 2 | 


で 


引き 締まっ た スタ イル と すばやい 身 の こ な し で 戦闘 能力 
も 高い 彼女 だ が 、 地 下 城 で 影 の 一 族 の し か けた 罠 に は ま 
り 、 囚 われ の 身 と な る 。 持 問 部 屋 で 影 の 兵 た ちか らち 凌 辱 


を 受け る が 、 気丈 な 彼女 は 反撃 の チャ ンス を 逃さ な い 。 


ーー ご: 


| 浮い を 仕掛 け て 
きた の は 
貴様 た と だ ろう が | 


し N ( j イ ER 
| 捕り した られ て いる 仲間 を 助け だ し て 
後方 抗 乱 を し ます | 


母 、 マリ ア か ら 、 の を 抽 じ と め た 区 の リング 
時 。 光 の 一 放 の ファ ブリ ス の 昌 と し 


て 和 で 一 遂に 育 うた 人 は 、 人 の 四 人 で ある ポル ッ ク 


天 本 。 ちと は の いい を せ はじめる 


お 願い て す 。 
私 の この 宏 え を 止め て 《 だ さい 


|「 那 息 な 導 よ 、 去 れ !!」 


はい ば ん たげ) 


ロ 


に 
人 ucdugi 


AE 韻 ET 誠に ES 
だ が 凍り タ は 、 地下 城 で と も に 行動 じ で い だ ポル ッ ク 
! き あ ス を は ぐれ 、 影 の 一 族 の 王 、 ウォ トシ ー カ た 遇 うか … 
M 5 人 
4 か 区 か 


| これ で も オレ は 光 の 女 剣 士 さ | 


「 ひ と 思い に 殺せ ! | 


デル タ 


・43 
LC 


許 放 に は ば た く 大 き な 細 が ご 自慢 の 、 影 の 一 族 の 女 、 デ 


2 
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| な 一 ん か 退 司 02 
お も し ろ い こと な いか な ぁ 一 | 


02? 


無邪気 な 微笑 み で 運命 を 背負 う 


アス トラ ル と ニー ナ の 間 に 生 まれ 、 20 年 間 、 ニ ー ナ の 女 
手 ひ と つ で 育て られ て いた 。 影 の 一 族 は 成長 速度 が 遅い 
た め 、 彼 女 は あど け な い 少女 の まま 、 父 を 知ら ず に 過 ご 


し て いる 。 彼 女 の 存 在 は 世界 を どん な 運命 に 導く の か …。 


トド "ね を AS が 馬 じ まる の 7 


_026 


_ 影 の 国 に 君臨 する 威厳 に 満ち た 王 


層間 


影 の 一 族 を 統治 する 王 。 鋭い 眼光 と 人 迫力 の 体 駆 、 そ し て 


気性 の 荒さ で 臣民 た ちか ら 塁 散 さ れ て いる 。 下 取 り 息 子 


の アス トラ ル に も し も の こと が あっ て は と 、 彼 が 「 語 士 


の 証 」 を 得 て 戦 闘 に 参加 する こと を 禁じ て いる が ……。 


| だ うし て も アス トラ ル に 
枚 の か けら の 障 し 場所 を 
教え ね は な ら ぬ | 


02/Z 


自ら 剣 を 抜く 勇猛 な 光 の 一 族 の 王 


SN Te 
+ 上 


光 の 王 で あり な が ら 、 一 族 最強 の 刻 士 と し て 前 線 に 立つ 


彼 の 血気 盛ん な 言動 に は 、 参 謀 の メン ザ も 面 食 ら う こと 


も 。 自 分 を 倒せ る の は 「 伝 説 の 剣士 ] ポル ックス の み と 


0 自負 し て いた が 、 ア スト ラル に 右腕 を 斬り 落と され る 。 


王 の 傍ら で 冷た く 微 笑 む 光 の 参 課 
光 の 一 族 の 参謀 と し て 、 戦 場 で も つね に ファ 
ブリ ス の 傍ら に 控え て 戦況 を 見 守る 。 う っ す 
ら と 浮か ふ 張 りつ いた よう な 微笑 み と 、 神 経 


質 そ うな 眼差し の 奥 に ある 彼 の 真意 は …… ? 


| ウォ トシ ー カ 様 に 
何 か あ っ た ら 
私 めも 生き て は 
お り ま せん 1 


孤高 の 剣士 の 内 に 秘め られ た 情熱 


鋭い 剣 さば き と 優 雅 に 舞う 長い 右 。 彼 の 闘う 姿 は 気 高 い 
騎士 さながら 。 影 の 一 族 き っ て の 剣士 で あり 、 精 伸 な 風 
貌 の カイ ザー の 勇 名 は 敵対 する 光 の 一 族 に も 轟 い て い | 


る 。 だ が 、 彼 の 胸 に は 叶わ ぬ 想 い が 秘 め ら れ て いた ……。 


| アス トラ ル は 死ん だ の だ ! 
早く 忘れ 2…… シ ャ ロン !」 


気 の いい 敵 頭 が 彼 の 何より の 十 柄 


「 剣 士 の 証 」 は 持っ て いる も の の 、 勇 気 が 足 りな く て 戦 
闘 に 参加 で きず に いる ハイ ド 。 す ば し っ こい の が 取り 得 
| の 彼 は 、 ア スト ラル に は げ ま され 、 戦 場 へ 向かう が ……。 


| 彼 の 勇気 ある 行動 が 、 ア スト ラル を 剣士 へ と 変え た 。 


[| アス トラ ル 様 に 
そう 言わ れる と 
な ん か 勇気 が 


路 綿 測 iiO 引 貼 軒 千 19 叶 


リ 川 


光 の 一 族 最 強 の 刻 士 と し て 無類 の 
強 さ を 誇り 、 人 民 に も 尊敬 され 、 幕 
われ て いた ポル ックス 。 か つて 、 ま | 
だ 年 若い ファ ブリ ス が や っ と 一 人 前 | 
の 剣士 に な っ た 頃 、 彼 は 色 然 と その 
姿 を 消し 、 そ し て 伝説 に な っ た 。 

現在 は 彼 の 銅像 が 光 の 国 を 鎮護 し 

て いる 。 その 姿 は 誰か に 似 て ……。 


- 商 革 


常識 人 と 女好き の な か よし コン ビ ピ 


川 衝 % 川 


ガイ コツ 姿 の カト ラ と 馬 人 間 の スタ リオ ン は 、 と も に 闘 
う 影 の 一 族 の 兵士 。 常識 派 の カト ラ は スタ リオ ン の 不 均 
0 


不 和 味 に うごめく 触手 で 陰惨 な 
欲望 を 満た し 、 課 略 を は り め ぐら 
す 間 の 獣 。 そ の 存在 理由 すら も 謎 
の まま 、 光 と 影 の 世界 を も て あ そ 
ぶ 。 て の 凶悪 な 力 に 立ち 向かえ る 内 還 
りー 世界 に いる の だ ろう か …? 


「 光 」 と 「 影 」 の 二 つ の 部 族 が 長い 争い を 続け る 世界 。 戦 争 と は 無縁 に 
暮らし て いた 影 の 一 族 の 王子 、 ア スト ラル は 、 婚 約 者 の シャ ロン か 
ら バ カ に され な い 男 に な る た め に 、「 刻 士 の 証 」 の 獲得 を 目指 す 。 


「 な ん だ ろう ? 
青く て 、 高 く て 広い 天井 に 
ぶよ ぶよ と 張り つい て いる 白い 物体 は ?」 


ェ 


青く 高い 天井 に 、 白 いぶ よぶ よし た も の 。 影 の 一 族 の 王子 、 ア スト ラル は た び ぴた び 夢 に 出 て くる その 見 た こと な い 光 景 に 、 ど こ か 懐か し いも の を 感じ て いた 。 
目 を 覚まし た 彼 の 眼下 に 広がる の は 、 い つも と 同じ 暗い 天井 と 城壁 に 囲ま れ た 、 影 の 一 族 が 暮らす 地下 都市 。 彼 は 夢 で 見 た こと を 父 王 に 尋ね よう と 思い 立つ 


父 で ある ウォ トシ ー カ 王 に 叱り 
5 と ば され た アス トラ ル 。 だ が 、 
侯 の 腕 を 暦 こ うに も 光 の 一 族 と 闘う た 
め に 必要 な 「 剣 士 の 証 」 を 息子 が 取得 
する こと を 、 父 王 は な ぜ か 許可 し な い 


「 あ ー あ っ 
マジ に や っ て られ な いよ な ぁ 」 


圧倒 的 な 父 の 迫力 に 反抗 で きず 、 ふ て くさ れる ア 
スト ラル だ っ た が 、 創 士 の 訓練 所 に 婚約 者 の シャ 
ロン の 姿 が な いこ と を 確認 する と 嬉々 と し て ある 行動 を 
開始 する 。 せ まく 暗い 通風 口 を 慣れ た 様子 で 進む アス ト 
ラル 。 や が て 前 方 に 見 えて きた 光 か ら は 水 音 が 響き …… 


アス トラ ル の 視線 の 先 に は 、 シ ャ ワー を 浴び て い 
る シャ ロン の 裸体 が めった 。 白 くし な や か な 肢体 
と 、 水 気 を 含ん で 輝き を 増す 金色 の 長い 髪 。 カイ ザー と 
な らん で 一 族 き っ て の 剣士 で ある 彼女 は 、 頼 りな くど こ 
か 物足りな い 婚 約 者 へ の 気持 ち を た め 息 と と も に も ら す 


「 ア スト ラル が も っ と 強かっ た ら ……。 
せめ て 、 せ め て 証 士 に な っ て くれ さえ し た ら ……」 


「「 剣 士 の 証 ) を 持っ て いな いあ な た に 
何 が で きる っ て いう の ! 
足 手 ま と いよ !!」 


偶然 出会っ た 親友 の ハイ ド と 、 走っ て くる カト ラ 

を 驚か す ア スト ラル 。 だ が 、 事 態 は 急 を 要 し て い 
た 。 カ トラ は 、 光 の 一 族 が つい に 地下 城 に 攻め 入り 、 前 
線 で 迎え 討っ て いる カイ ザー が 応援 を 求め て いる こと を 
告げ る 。 出撃 する シャ ロン に 同行 し よう と する アス トラ 
ル だ が 、「 剣 士 の 証 」 を 持た な い 彼 は 、 資 格 は あっ て も 闘 
う 勇 気 が な い ハ イド と も ども 一 喝 さ れ 、 深 くう な だ れる 


「 使 える 剣士 と いっ て も あの 男 く らい 」 


地下 城 の 西側 の 最上 階 で は 、 光 と 影 の 兵士 た ち が 
激しい 戦い を くり 広げ て いた 。 形勢 を 有利 に し て 
いる 光 の 一 族 の 王 、 フ ァ ブ リス と 参謀 の メン ザ は 、 影 の 
兵士 の 品定め を する 。 そ し て 、 馬 上 か ら 次 々 と 光 の 兵士 
を 斬り 倒し て いる カイ ザー が 、 フ ァ ブ リス の 目 に と まる 


シャ ロン の た め に 強い 男 に な り た い ! アス 
トラ ル は 決心 し 、 剣 士 の 訓練 所 を 訪れ る 。 父 の 命 
令 に 背 き 「 刻 士 の 証 」 を 手 に 入れ よう と する 彼 に 、 受 付 
の ニー ナ は ウォ トシ ー カ に は 内 緒 に する と 約束 する が 


「「 語 士 の 証 )」 を タダ で お 渡し する こと は で きま せん 。 剣士 の 実力 が な けれ ば 」 


己 の 身 に 危険 が お よ 応 前 に 、 ウ ォ トシ ー カ は アス 
トラ ル に 伝え ね ば な ら な いこ と が あっ た 。 争い の 
原因 で あり 、 光 の 一 族 が 取り も ど そ うと し て いる 「 ワ ー 
ズ ・ ワ ー ス 」 の 石板 の か けら に つい て -…。 そ の 隠し 場所 
が 自分 に も 伝授 され る と 知り 、 テ ッ シ オ は 怪し く 微 笑 お 


aa 
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「 わ し の 身 に 何 が 起こ っ た 時 の た め 、 
アス トラ ル に 伝え て お きた いこ と が ある 」 


くう 


了 


症 
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「 こ ん な すご い の と 闘わ な くち ゃ いけ な いな ん て 」 


その 頃 、 ア スト ラル は 「 剣 士 の 証 」 を 取得 する た 
め の 試 験 を 受け て いた 。 実力 の 差 が 歴然 と し て い 
る よう に 見 える 勝負 を 、 不 安 そう に 見 守る ニー ナ 。 や が 
て 、 ア ス トラ ル の 証 が 試験 用 刻 士 の 首 を 見 事 に と ら え た 
し か し 、 合 格 す る に は あと 一 人 倒さ な けれ ば な ら な い 


より 屈強 な 剣士 の 登場 に 、 あ の 気弱 な ハイ ド も 同じ 試験 に 合格 し た の か 


と 疑問 を 抱く アス トラ ル 。 こ れ は 、 王 子 に 失礼 の な いよ う ニ ー ナ が 用 意 PD 
し た も っ と も 難し い 試 験 だ っ た 。 な ん と か 合格 し て 「 剣 士 の 証 」 を 手 に 入れ た | 
アス トラ ル は 、 ニ ー ナ の 機転 で 父 の 探索 の 手 か ら も 逃れ 、 つ い に 戦 場 へ 向かう ! 


RS 


光 の 一 族 が 優勢 だ っ た 戦場 に 駆け つけ て きた シャ 
ロン 。 カ イザ ー の 危機 を 救っ た 彼女 に 、 フ ァ ブ リ 
ス は カイ ザー 以上 の 剣 の 腕 を 認め る 。 と ころ が 、 影 の 一 
族 の 作戦 に 陥れ られ 一 気 に 形勢 を 逆転 され た と 知る や 
ファ ブリ ス は シャ ロン に 対し て 残虐 な 征服 欲 を 燃 や す 


[あの 女 …… 
寝 て みた い ]」 


「 久 し ぶり の 光 族 の 女 だ ! た つぶ りか わい が っ て や る ぜ ! 」「 や め て よ 、 こ の 馬 男 ! 」 


示 影 の 一 族 が 仕掛 けた 罠 で 、 囚 われ の 身 と な っ た 光 


『 * の 魔 導師 、 マ リア 。 后 問 部 屋 に 監禁 され た 彼女 に 
女好き の スタ リオ ン が 忍び 寄っ て きた 。 手足 を 縛ら れ た 
まま 必死 に 抵抗 する マリ ア だ が 、 そ の 姿態 に スタ リオ ン 
は ます ます 興奮 し 、 行 為 は エス カレ ー ト し て いく 。 だ が 
指輪 を 返し て ほし いと スタ リオ ン に 懇願 し 、 つ い に 泣き 
落と し に 成功 し た マリ ア が 、 大 きく 叫ん だ 言葉 は 

一 方 、 た だ な ら ぬ 二 人 の 声 を 聞き つけ た アス トラ ル は 
お 得意 の 通風 口 を 好奇 心 の まま に つき 進ん で いた 


「 ミ スト ラル 、 ウ ィ ン ド ーッ !!」 


Ar 突如 、 光 の 粒子 が アス トラ ル を 包み 、 風 が 彼 の 身 
! 科 * 体 を いや お うな く 巻 き 上 げた 。 反対 に 、 スタ リオ 
ン は 指 問 部 屋 か ら 中 庭 に 放り 出さ れ て 、 カ トラ に 激突 ! 
悪行 を 見 ぬか れ た スタ リオ ン は 、 カ トラ と 大 ゲン カ に 


「 種 馬 野 郎 ! 」 
「 こ の 、 玉 な し 野郎 ! 」 


「 あ っ ち へ 行っ て ! 
影 の 一 族 は きら いな の ! 」 


地下 城 の 岩 壁 を 破壊 し 前 進 する 兵器 、 石 の 機械 。 
影 の 兵士 た ち は 砕 けた 岩盤 の 下敷 き に な り 不 気味 
な 静けさ が 辺り を 支配 する 中 、 大 量 の 光 の 兵士 た ち が 姿 
を 現す 。 彼 ら は 、 ひ と つの 命令 を 待っ て いた 。 そ し て 、 
雪辱 と 算 礁 に 燃え る ファ ブリ ス の 怒号 が 、 地 下 城 に 響く 


マリ ア の 魔法 で 吸い 寄せ られ 、 し ば らく 気 を 失っ 

て いた アス トラ ル 。 目 を 覚まし 、 あ られ も な い 姿 
の マリ ア に 狂喜 し た 彼 は 、 彼 女 の 身体 を 探究 し 始め る 
その 悪びれ な い 態 度 に すっ か り 調 子 を 狂わ され 、 本 意 で 
は な いと は いえ 、 と うと う 最 後 ま で 許し て し まっ た マリ 
ア 。 や が て 彼女 の 拒絶 の 声 は 、 歓 喜 に 変わ り 始 め る …… 


まし た マリ ア 。 傍ら で 幸せ そう に 


避 前 の 行為 を 思い 出し 、 激 情 の ま 
ウォ トシ ー カ の 命 で アス トラ ル を 探 
末 づ き 、 自 分 の 指輪 を 手 に 彼女 は 姿 

を 知ら れ ま いと する スタ リオ ン と 


間 に 事態 を 知っ た アス トラ ル も 逃亡 する 


「 お の れ ! 
この け だ も の ! 」 


「 一 気 に 影 の 一 族 を 
滅 ほ し て くれ る わ ! 」 


2 光 の 軍隊 の 新た な 戦力 、 石 の 機械 は 影 の 兵士 た ち を 次 々 に 踏み つぶ し 、 地 下 城 の 東 の 門 を 突破 し て いた 
I 』 いか な る 武器 も 通用 し な い 堅 中 な その 兵器 を 先頭 に 、 せ ん 減 戦 に ふさ わし い 戦陣 で 影 の 一 族 に 臨 お が …… 


「 全 軍 を 結集 し ろ ! 
こち ら も 総力 戦 で 迎え 撃つ の じゃ ! 」 


二 総 攻撃 の 報せ を 受け た ウォ トシ ー カ は 、 カ イザ ー 
『 補 ! と シャ ロン に 出陣 を 命じ る 。 こ ん な に 早く 総力 戦 
の 日 が くる と は 、 す で に 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 の 石板 の 秘 
密 が 光 の 一 族 に 知れ て いる の で は 、 と いう テッ シオ の 進 
言 に ウォ トシ ー カ は あせ り 、 ア スト ラル の 捜索 を 急ぐ 


「 や め ろ 、 
捕虜 で ある 私 に 何 を する 」 


マリ ア と と も に 地下 城 に 攻め 入っ て 捕われ た 光 の 
6: W 女 剣 士 シル ヴァ ー ナ は 、 手足 を 拘 東 され 滑車 に つ 
な が れ て いた 。 ス タリ オン が 監禁 し た 捕虜 で 欲望 を 満た 
し て いる こと を 知る 影 の 年 は 、 ST と ば か り 彼 
女 の 身 体 を むさ ぼり 、 特 大 ( ス 
タリ オン ) サイ ズ に 、 率 生 が 己 自 身 を 
挿入 し よう マリ ア の 投げ た 石 で 形勢 は 逆転 
シル ヴァ ー ナ は すばやく 許 番 た ち を 叩き の めし 、 と ど め 
を 刺す 。 そ の 傍ら で 、 常 な ら 争 い を 憂う は ず の マリ ア は 、 
意地 に も 似 た アス トラ ル へ の 復 太 心 を 燃やす の だ っ た 


、 許 せな い ! 」 


2 mW 


「 今 度 会 っ た ら 
私 の 魔法 で 塵 に し て さしあげ ます 」 


快 進撃 を 続け て いた 石 の 機械 だ が 、 
地形 を よく 知る 影 の 一 族 の 作戦 に 
か か り 、 操 作 す る クラ ブ も ろ と も 深い 崖 
下 へ と 消失 する 。 陣形 が 衣 れ た 光 の 兵士 
た ちの 前 に 編 爽 と 現れ た カイ ザー と シャ 
ン を 見 て 、 フ ァ ブ リス は 自ら 剣 を 抜く 


「 や っ と 歯ごたえ の ある 奴ら が 来 お っ た か ! 
待ち か ね た そ ぞ ! 」 


ee 
「 僕 も 一 応 は 語 士 の 一 員 だ か ら 」 
の ん びり と 戦地 を 目指 す ア スト ラル は 、 目 の 前 の 崖 を 登る こ 
と を 思っ た だ け で 戦意 様 失 し て いた 。 後 か ら 来 た ハイ ド は 、 
腫 病 な 自分 は 戦場 で 足 手 ま と い に な る に 違い な いと 、 自 信 を 持て ず 
に いる 。 そ ん な ハイ ド を は げ ま す ア ス トラ ル の 目 に 映っ た の は 


「 お 前 の 精 も 命 も 吸い 取っ て や る ……」 


先ほど 走り 去る 姿 を 見 か けた ニー ナ の 悲鳴 を 聞き 、 駆 けつ け 

る アス トラ ル 。 そ こ に は 巨大 な 針 昧 の モン スタ ー の 糸 に 身体 
を 拘束 され た ニー ナ が -……。 体 温 を 奪わ れ 、 意 識 が 速 の きま か け て い 
る 彼女 に 、 も は や 抵抗 で きる だ け の 力 は 残っ て な い 。 ニ ー ナ の 生気 
を 吸い と ろう と 競 昧 の 舌 が 伸び た その と き 、 ア スト ラル の 剣 が 名 多 
の 首 を 有無 を 言わ ざさ ず に 斬り 落と す ……。 彼 に と っ て 、 こ れ が 初め 
て の 実戦 だ っ た 。 し か し 、 解 放さ れ た ニー ナ の 身体 は 冷え きっ て … 


も 人 | 


「 ど だ き し た 、 
光 の 一 族 と 戦わ な けれ ば 
いけ な い の で し ょ うか が ?」 


誠 


提 吉 
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に 


ま 


ご 人 


を 
ュ ン 人 「 ア スト ラル 様 が ー 
シャ ロン 様 を 好き で も 、 


5 茨 き 火 の 刀 が 幻想 的 に 照ら す 洞窟 の 中 。 意識 を 取り も ど し た 私 の 気持 ち は 変わ り ませ ん 」 


ニー ナ は 、 ア スト ラル の 温もり に 包ま れ て いた 。 し ば らく 幸 
せ そ うに ま ど ろ お む 彼 女 だ が 、 不 条 理 な 戦争 に 疑問 を 抱き 、 や が て 、 
心 に 秘め て いた アス トラ ル へ の 想い を 打ち 明け る 。 一 途 な ニー ナ の 
気持 ち を 受け と め た アス トラ ル は 、 や さ し く 彼女 を 抱き し め た 


「 ア スト ラル を 死な せ て は な ら ぬ ! 」 


剣士 の 訓練 所 付近 で アス トラ ル を 見 が か けた と いう 
報告 を 受け 、 ウ ォ ト シー カ は 再度 、 徹 底 的 な 捜索 
の 命令 を 出す 。 も し や アス トラ ル は 「 剣 士 の 証 」 を 手 に 
入れ て 、 戦 場 へ 向かっ た の で は な いか と 焦燥 する ウォ ト 
シー カ の 様子 を 見 て 、 テ ッ シ オ は 謎 の 微笑 み を 浮か べ る 


SS 


「 待 ち ま す 。 い つま で も 」 


アス トラ ル を 心配 し 、 彼 に 追い つこ うと し た ニー 
ナ は 必死 で 近道 を 通っ て きた の だ っ た 。 安全 な 道 
か ら 帰 る よう 彼女 を 諭す アス トラ ル の 顔 は 、 早 くも 一 人 
前 の 剣士 に 近づき つつ あっ た …。 起 い を と げた ニー ナ は 
心 を 決め 、 大 切な 人 を 精 一 杯 の 笑顔 で 戦地 へ と 送り だ す 


に 「 こ の 血 の 匂い の むせ 返る 中 で 
喘ぎ 狂う の も 一 興 と 思わ ぬか ?」 


か う シ ャ ロン 。 彼 女 の 剣 の 腕 を 認め る ファ ブリ ス 
は 、 光 の 一 族 最強 の 剣士 「 ポ ルッ クス 」 の 伝説 を 刃 越 し 
に 語る 。 だ が 、 剣 と 鎧 を 失っ て も 屈し よう と し な い シ ャ 
ロン に 、 フ ァ ブ リス の 残忍 な 欲望 が 区 え 上 が る 。 和 地 の 
彼女 を 救 お うと し た ハイ ド は 、 激怒 し た ファ ブリ ス の 剣 
を 受け 、 そ の 細い 身体 は 木の葉 が 舞う よう に 誠 下 へ … 


6 負傷 し た カイ ザー を か ば い 、 フ ァ ブ リス に 立ち 向 


「 も う …… い いん だ ……。 
僕 、 す ご く 眠 いし ……」 


放 r 国 れ て いる ハイ ド に 駆け よる アス トラ ル 。 崖 の 上 で 起こ っ た 
こと を 切れ ぎれ の 息 で 伝え 、 最 期 まで アス トラ ル の こと を 心 
配 し な が ら 、 ハ イド は 眠る よう に 逝っ て し まっ た ……。 自 分 の 腕 の 
中 で 友人 を 亡くし た アス トラ ル は 悲し み と 到 り に 咲 え 、 剣 を 抜い た 


OR ファ ブリ ス の 姿 を 見 
た マリ ア は 、 父 王 の 行為 を 止め よう と 悲痛 な 叫び 
を 上 げ る 。 そこ へ 、 ハ イド を 失っ て 逆 上 し た アス トラ ル 
が 斬り こん で きた 。 そ の 鬼気 せま る 姿 に 、 フ ァ ブ リス は 
伝説 の 剣士 「 ポ ルッ クス 」 の 猛々 し い 面 影 4 見 る が …… 


「 伝 説 の 勇者 、 
ポル ックス !!」 


| 
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「 ア スト ラル 、 死 な な いで 」 


「 き 、 君 だ っ て あの 時 、 気 持ち いい っ て 」 
「 お 黙 り な さい !!」 


Ar 重傷 の カイ ザー を 連れ て 逃げ る よう 、 ア ス トラ ル に 言わ れ た 

』 シャ ロン は 、 涙 を こら えて 去っ て いく 。 一瞬 の 隙 を つい て ア 
スト ラル の 剣 が ファ ブリ ス の 右腕 を 斬り 落と し 、 と ど め を 刺 そ うと 
し た と き 、 マ リア の 魔法 が ファ ブリ ス を 守っ た 。 問 部 屋 で の こと 
を 許 そう と し な い 彼 女 は 、 フ ァ ブ リス の 制止 も 聞か ず 、 ア スト ラル 
に 究極 の 魔法 を 使 お うと する 。 自ら の 手 に 光 を 集め 「 ミ スト ラル ・ 
ウィ ンド !] の 呪文 を 叫 記 マリ ア 。 そし て アス トラ ル の 身体 は … 


Dr 「 こ こ は …… 


僕 は 誰 な ん だ ……」 


た と は も ちら ん 、 存在 すら も 知ら な か っ た 地上 。 空 に は 
い 3 太陽 が 輝き 、 風 が 砂塵 を 舞い 上 げ る 。 な ぜ こ こ に いる の か 、 
そし て 自分 は 誰 な の か ……。 地 下 城 か ら 吹 き 飛 ば され た アス トラ ル 
は 、 す べ て の 記憶 を 失い 、 陽 災 の 立ち 上 る 大 地 を ひと り 歩 いて いた 


「 あ ー っ 笑っ た 、 ポ ルッ クス 様 が 笑っ た 」 


で まぶし い 木 も れ 日 の 中 で 目 を 覚まし た 、 一 人 の 男 ひげ を 生 

や し た 彼 の 周り に 子ども た ち が 駆 け よ り 、 ロ 々 に 「 ボ ルッ ク 
ス 様 だ ]】」 と は し ゃ ぎ た て る 。 無邪気 な 歓声 に 囲ま れ 、 思 わ ず は に か 
ん だ 笑み を も らし た その 男 を 、 勇 者 の 銅像 が 静か に 見 守っ て いた 


自分 が 誰 な の か 思い 出せ な いま ま 地 上 を 数 十 年 も 
等 さま よっ た 男 は 、 湖 で 水浴 び を する 少女 を 見 か け 、 
その 清廉 な 美 し さ に 見 と れ て いた 。 そ し て 、 少 女 に 翼 い 
か か ろう と し た 凶暴 な 熊 を 斬り 裂 い た 彼 は 、 自 分 の 刻 の 
実力 に 驚き 、 恐 怖 と 差 恥 に 居 え る 少女 の 前 か ら 走 り 去る 


「 俺 の …… 剣 の 腕 は …… 
こん な に 凄かっ つた の か 」 


男 は 、 城 門 を 警備 する 衛兵 に 入城 を 拒 
否 さ れ 、 定 蹴 に され て いた 。 や る な ら 
相手 に な っ て や る と 挑発 され 、 詰 め 所 に いる 


「 お 前 の よう な は う 5 け に も いか ず 、 た だ 押 る だ け だ っ た 
薄 汚 い 浮浪 者 の 来る と ころ じゃ な い 」 


「 ま る で 雷 が 落ち た と き の よ うに 光 が 走 っ て ……」 


て 男 に 危機 を 救っ て も ら っ た こと 


宇 を 、 興奮 の 面持ち で 語る 少女 、 rr| 
ミュ ー。 彼女 が 熱心 に 話し て いる 相手 本 1 
は 光 の 一 族 の 王 、 フ ァ ブ リス だ っ た KG の 

交 前 


マリ ア が 生ん だ ミュ ー は 、 王 の 孫娘 と げ 。 
し て 美しく 育っ て いた 。 その ミュ ー の 1 
命 の 思 人 で ある 男 と 遺 遇 し た ファ ブリ を 
ス は 、 彼 に ある 面影 を 感じ と り 、 男 を ェ ーー 

斬る よう 衛兵 た ち に 命じ る 。 だ が 、 町 
りか か る 衛兵 た ち を 、 男 は 素手 で 倒す 


「 失 われ た 記憶 が も どる まで 。 主計 
「 光 の 剣士 ポル ックス |」 と し て 内 山 
この 城 に 滞在 する が よい 」 


和え ファ ブリ ス の は か らい で 、 男 は 「 ポ ルッ クス 」 と し て の 国 
! 得 ! で 暮らす こと に な っ た 。 だ が 、 メ ン ザ の 目 が 冷た く 光り 

一 方 、 市 場 で ポル ックス を 見 か けた マリ ア は 一 瞬 表情 を 時 ら せる が 
類 を 染め て 彼 を 見 つめ る ミュ ー に 気づき 、 複 雑 な 思い を めぐ ら せ る 


る) 
「 急 が ね は ! 」 1 ) 蘭 
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古ぼけ た 黒い 塔 の 中 、 メ ン ザ が 
間 怪し げ な 装置 を 操作 する 。 培 の 
底 に 温 え られ て いる 水 が 波打ち 、 や が 
て 黒い 肥 と と も に 上 昇 す る と 、 メ ン ザ 
は よど ん だ 闇 の 彼方 へ と 消え て いく … 


新た に 発見 され た 石板 の か けら を ウォ トシ ー カ に 
'『 座 上 し た シャ ロン と カイ ザー。 も う 少 し で 石板 が 
復元 され る と いう ウォ トシ ー カ の 言葉 に 、 テ ッ シ オ は 敬 
く 。 彼 は 、80 年 前 に 姿 を 消し た アス トラ ル を 死ん だ も の 
と 決め つけ 、 シ ャ ロン は それ を 感情 的 に 否定 する が …… 


「 ア スト ラル 様 は まだ 
死ん だ と 決ま っ た わけ で は な い ! 」 


「 こ うし て 光 と 影 の 国 の 参謀 が 
こっ そり 会 っ て いる な ん て ……-」 


必死 の 形相 で どこ か へ 走っ て いく 、 テ ッ シ オ の 姿 
上 議 ! な 見 か けた デル タ 。 退屈 を も て あま し て いた 彼女 
は その た だ な ら ぬ 様子 に 興味 を 持ち 、 細 を 広げ て あと を 
追う 。 テ ッ シ オ が 入っ た 扉 の 向こう に いた の は 、 メ ン ザ 
だ っ た 。 こ の 二 人 が 急い で 会 わ ね ば な ら な い 理 由 と は 


「 ず っ と 持っ て いた ん だ ……。 
記憶 を 失う 前 か ら …… き っ と ……」 


し て 1 つ に な っ た 。 突如 、 石 
る 男 が 現れ 、 二 人 を 襲う 。 男 は 狼 に 姿 を 
\ い 、 ポ ルッ クス の 放つ っ た 刃 で 消滅 する 


・ ワ ー ス 」 の 石板 を めぐ っ て 、 得 体 の 知れ な い 何 か が 
! 短 } 自分 た ち を 狙っ て いる ……。 ミ ュー は 麗 怖 に 左 え る 身体 を 、 
ポル ックス に ゆだね る 。 出会っ た と き に 芽 ば えた ほのか な 想い が あ 
ふれ 出し 、 二 人 は 不安 を 打ち 消 そ うと する よう に お 互い を 求め あう 


「 こ の 恐ろし さ を 忘 れる ほど 、 抱 いて くだ さい 」 


Atw 赤 し い ほど 青い 空 の 下 で 、 二 人 は ぎこちなく 身体 を 重ね あう 
! 間 ! ミュ ー の 瑞 々 し い 肢 体 が 、 陽 光 を 浴び て まぶし く 輝 いて いた 
初め て の 感覚 に た め ら い が ち だ っ た ミュ ー だ が 、 や が て ポル ックス 
の 激しい 愛撫 に お ぼれ て いく 。 恐怖 も 攻 恥 も 、 何 も か も 忘れ て 


「 ど この 馬の骨 と も 知れ な い | 
俺 で いい の か が ?」 3 


和え 影 の 国 へ の 通路 を 探し に 金山 へ 向かう ポル ックス に 、 ミ ュー 
' 短 ' は マリ ア か ら 託さ れ た 水晶 の 鍵 を 渡す 。 石 板 の か けら と と も 
に 大 切 に し まう ポル ックス 。 ミ ュー に 別れ を 告げ 、 彼 は 歩き 始め る 


oO 2 


「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス の 石板 を ふた た び 


破壊 する ……? スマ 事 の 重大 さ に 気づき 、 ひ と まず 退 逆 し よう と する デル タ だ っ 
! 科 ! た が 、 テ ッ シ オ と メン ザ に 見 つか っ て し まう 。 必死 で 逃げ 出 


の 奴ら 、 一 体 ……?」 そう と する が 、 異 形 の 姿 に 変化 し た 彼ら に 、 デ ル タ は 捕われ る …… 


WW 


「 お 前 は 喘ぎ 問 え 、 
歓喜 の は ざま で 
我ら が シモ べ と な る の だ ……」 


に だ を 9 し た 「 章 」 に 捕われ 、 裸 で 刈 りさ げ ら れ て いる デル タ 。 
! 科 ! 自在 に 動く 彼ら の 黒々 し た 触手 に よっ つて 、 そ の し な や か な 身 
体 中 を 執 効 に な ぶら れる 。 嫌 悪 と 藩 恥 か ら 涙 を こぼす デル タ に 、 異 
形 の 触手 は 容赦 な い 責 め を くり 返す の だ っ た 。 そ し て 、 動 き が 激 し 
く な っ た 触手 か ら 、 拓 に も 似 た 邪悪 な オー ラ が 放出 され る と き 、 恐 
怖 に 居 え て いた は ず の デル タ の 瞳 に 、 褐 々 し い 赤 い 光 が 宿 っ た …… 


の NN 
っ 


「 光 と …… 影 の …… 
交わ り し … 者 …!?」 


え w 地下 都市 の 市 場 を 、 手 を つない で 歩い て いた ニー ナ と 娘 の ア 
『 ! リア ド ネ 。 アリ アド ネ は ふた た び 始 まる 戦争 の 気配 を 敏感 に 
感じ と っ て いた 。 そ の 二 人 の 前 に 、 腺 騰 と し た 様子 の デル タ が 現れ 
る 。 よ ろ め く 彼 女 を 支え よう と アリ アド ネ が 手 を 握っ た 瞬間 、 デ ル 
タ の 中 に 何 か が 走る 。 こ の 母子 の 存在 に 「 闇 ] が 感じ た も の は 


「…… 通 路 が … 義 ざさ され て いる ……」 


え e 水晶 の 鍵 に 導 か れる まま に 、 人 金山 の 洞窟 の 中 を 進ん で いた ポ 
' 科 ルッ クス 。 狭い 谷間 の 通路 を 閉ざし て いた 水晶 の 扉 に 呼応 す 
る よう に 、 水 晶 の 鍵 が 激しく 明 滅 を 始め る 。 ふと 、 彼 の 脳裏 に いく 
つか の 場面 が フラ ッシュ バッ ク す る 。 影 の 一 族 ら し き 少 年 や 女 剣士 、 
ミュ ー に 似 た 魔 導師 ……。 こ の 中 に 、 彼 の 過去 は 閉じ こめ られ て い 

? そこ に 、 暗 い 洞窟 の 天井 か ら 不 気味 な 笑い 声 が 避 く 


「 怖 が ら な いで 、 ほ ぼう や ……」 


4 水晶 の 畠 の 導き に よっ て 、 閉 ざさ れ た 影 の 国 へ の 通路 と お ぼ 
笠 ! し き 場所 に た どり 着い た ポル ックス 。 し か し 、 魔 に 魅入 られ 
た デル タ が 彼 の 前 に 舞い 降り る 。「 痢 の 国 」 へ の 案内 人 ……。 そ う 名 
乗る 彼女 が ロ づ け を する と 、 ポ ルッ クス は 妖術 に か か っ た か の よう 
に 、 ふ らぶ ふら と デル タ の 肌 に 吸い 寄せ られ る 。 誘 惑 に 堕ち た ポル ッ 
クス は 激しく デル タ の 身体 を お さぼ り 、 彼 女 の 妖しく 甘い 叫び が 幽 
玄 な 洞窟 の 中 に 覆 く 。 そ の 様子 を 、 一 人 の 女 剣 十 が の ぞ き 見 て いた 


AA 自分 の 手柄 に つなげ よう と 、 ポ ルッ クス の あと を つけ て きた 
等 ! リタ は 、 あ まり に も 激しい 二 人 の 営み に 呆然 と し て いた 。 ニ 二 
人 が 絶頂 に 達し よう か と いう と き 、 デ ル タ の 細 の 先端 が 鋭く 光り 、 
ポル ックス の 帳 元 を 狙う 。 い ち 早 く 気づい た リタ に 助け られ 彼 は 事 
な き を 得る が 、 デ ル タ は あざ 笑い な が ら 飛 び た ち 、 闇 の 彼方 に 消え 
る 。 正気 を 取り も ど し た ポル ックス だ が 、 敵 の 正体 は 謎 の まま 


そえ 光 の 国 で も 、 不 吉 な 暗雲 が 空 を 覆い 始め て いた 。 
和 『 人 金山 の リタ か ら 「 ポ ルッ クス が 通路 を 開い た 」 と 
報 を 受け た ファ ブリ ス は 、 決 戦 命令 を 下す 。 通路 が 絶た 
れ た た め の 、 な し 崩し の 停戦 か ら 20 年 。 力 を 蓄え る に は 
充分 な 年 月 だ っ た 。 地 下 城 へ 向け 、 光 の 兵団 が 進軍 する 


邊 に 浮き 、 扉 の 鍵穴 へ 吸い こま れ た 。 
ま ば ゆ い 光 の 雨 が 二 人 に 降り そそ ぐ 。 
扉 は 砕け 、 影 の 国 へ の 封印 は 解 か れ た 


「… ま た 、 い くさ が は じ ま る よ ……」 


えー 通路 が 開い た 際 の 震動 は 、 地 下 に ある 影 の 国 も 揺るが し て い 
た 。 どこ か ら か 質 い て くる 工 音 に 、 人々 は 不安 を つの ら せ る 。 
運命 の 子 、 ア リア ド ネ は 母親 の ニー ナ に し が みつ き な が ら も 、 点 た 
た び 戦 争 が 始ま る こと を 確信 し て いる よう に つぶ や く ……。 そ の ニニ 
人 の 背後 で は 、 了 邪悪 な る 黒い うねり が 今にも 週 い だ そう と し て いた 


「 決 戦 の 時 は きた ……。 全 軍 に 指令 を 出せ !!」 


mr ファ ブリ ス の 軍隊 に 先行 し て 、 地 下 城 へ 続く は ず の 洞窟 を 進 
裕 " む ポ ルッ クス と り リタ 。 侵 入 を 阻 も うと する 影 の 兵士 た ち を 、 
また た く 間 に 斬り 倒し た ポル ックス の 脳裏 に 、 関 光 の よう に ある 光 
景 が 浮か ぶ 。 こ れ は 過去 の 記憶 な の か 、 そ し て 自分 が 闘っ て いた 相 
手 は 誰 な の か …… 混 乱す る ポル ックス 。 果たし て この 地下 深く に い 
る 影 の 王 、 ウ ォ トシ ー カ は 、 自 分 が 闘う べき 真 の 敵 な の だ ろう か ? 


「 ア スト ラル が 死ん だ と は 思い た く な い ……。 
ご めん な さい 、 カ イザ ー」 


yr 影 の 一 族 の 兵士 た ち も ま た 、20 年 ぶり の 宿命 の 戦い を 前 に 土 
補 気 を 高め て いた 。 長 い 間 、 シ ャ ロン を 見 つめ 続け て きた カイ 
ザー は 、 こ の 戦争 が 終わ っ た ら 二 人 の こと を ウォ トシ ー カ に 認め て 
も ら お うと 、 つ の る 想い を 彼女 に ぶつ ける 。 だ が 、 ら 0 年 前 に 姿 を 消 
し た 婚約 者 を 忘れ られ な い シ ャ ロン は 、 カ イザ ー の 申し 出 を 拒絶 す 
る 。 そ こ へ 光 の 軍 に 攻撃 を し か けら れ 、 二 人 は ふた た び 戦 い に 


えー ムダ な 戦闘 を 避け よう と 、 せ まい 通風 口 を 通る こと に し た ポ 
ルッ クス と り タ 。 水 路 を 横目 に 、 奇妙 な 既 視 感 に こら われ な 
が ら も ポル ックス は リタ の 後ろ を 書 い 進 お 。 リ タ の 言い な り に 進ん 
で きた が 、 通 風 口 の 出口 に な っ て いる 崖 の 下 の 様子 に 二 人 は 歩 を 止 
め る 。 そ こ で は 影 の 兵士 た ち が 作戦 を 実行 し よう と 動い て いた 。 そ 
の 中 で 指示 を 出し て いる 一 人 の 女 剣士 に 、 ポ ルッ クス は 見 覚え が ? 


「 遠 い 昔 、 こ う や っ て この 辺 を 
うろ つい て た よう な 記憶 が …」 


得 * 備 を し て いた シャ ロン と カイ ザー。 爆破 する と 、 衝 撃 と と も 
に 男 が 一 同 の 前 に 転げ 落ち て きた 。 そ の 光 の 一 族 の 男 、 ポ ルッ クス 
と 一 瞬 、 視 線 を 交わ す シ ャ ロン 一 方 、 通 風 口 に 残っ て いた リ 
タ は 、 気づい た カイ ザー の 攻撃 で 水路 に 吹き 飛ば され る 。 あ わ て て 
彫 の 兵 を 斬り つけ て 逃走 し た ポル ックス の 後ろ 次 に 、 シ ャ ロン は 


AL 不利 な 戦況 を 知っ た ウォ トシ ー カ は 、 入 念 に 封印 され た 地底 
湖 の ほとり へ 来 て いた 。 そ こ に は 、 あ と 少し で 完全 に 復元 さ 
れる 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 の 石板 が あっ た 。 王 を つけ て きた テッ シオ 
は それ を 知り 、 驚 憎 し て 去る 。 石 板 を 眺め 、 考 え こ お ウォ トシ ー カ 
の 前 に 滴 と と も に 流れ 落ち て きた リタ 。 果敢 に も 影 の 王 に 闘い を 挑 
お 彼女 だ が 、 到 底 相 手 に は な ら ず 、 い さ ぎ よく 首 を 差し だ す が …… 


「 影 の 王 に 殺さ れる な ら 本 望 だ ! 」 


「 そ の 威勢 の よさ な ら …… 
きっ と いい 子 を 生ん で くれ る だ ろう 」 


「 や め ろ !! 女 と いえ ど …… オ レ は 光 の 剣士 ! 」「 男 だ っ た ら 用 は な いわ っ !!」 


「 こ ん な こと され た ら …… 


オ レ * すべ て は 石板 の 秘密 を 知る た め ……。 望み を か け て いた 一 人 
El CCCCD 』 息子 、 ア スト ラル の 生存 は も は や 絶望 的 、 そ し て 今回 の 戦争 

光 の 国 に 帰れ な い ] MM ーー ラー 。 ウォ トシ ー カ は 偶然 
目 の 前 に 転がり こん で きた 、 こ の 光 の 一 族 の 女 、 リ タ に 自分 の 子 を 、 
すなわち 「 光 と 影 の 交わ り し 子 」 を 生ま せよ うと 思い つく 。 そ の 突 
然 の 行為 に 必死 で 抵抗 を 試み て いた リタ だ が 、 ウ ォ ト シー カ の じ っ 
くり と し た 愛撫 と 、 意 外 な や さ し さ に 、 か た く な だ っ た 身 も 心 も 少 
し ずつ ほぐれ て いく 。 つ い に 、 彼 女 は ウォ トシ ー カ に 買 か れる 


056 


「 ま だ まだ 、 光 と 影 の 交わ り し 子 を 宿す まで は ……」 


て 破 瓜 の 痛み に 耐え 、 ウ ォ ト シー カカ を 受け 入れ る リタ 。 子 を 宿 
宇 ” すま で は や め な いと いう ウォ トシ ー カ に 、 始 め は 苦痛 の 声 を 
上 げ て いた 彼女 だ が 、 や が て その 声色 は せつ な いも の に 変化 し て い 
く 。 リ タ の 褐色 の 肌 に は 玉 の よう な 汗 が 輝き 、 弾 力 の ある 豊か な 乳 
房 が 、 あ ら ゆ る 方 向 に は ず お 。 自分 の 中 に た っ ぷり と 情熱 を そそ ぎ 
こま れ 、 リ タ は ウォ トシ ー カ の 名 を 叫び な が ら 、 絶 頂 を 極め て いた 


ロ 0 


ウォ トシ ー カ の 胸 に 抱か れ 、 ま どろ お り タ 。 彼 女 
章 『 に 石板 の 伝承 を 語る ウォ トシ ー カ の 前 に 現れ た の 
は 、 テ ッ シ オ と 光 の 一 族 の 参謀 、 メ ン ザ 。 ウ ォ ト シー カ 
は 、 2 つの 一 族 を 取り 巻く 邪 天 な 陰謀 に 気づき 慢 然 と す 
る 。 凶 暴 な 意思 を むき 出し た 魔性 の 者 が 、 二 人 に せま る 


て ポル ックス と 闘っ て いた カイ ザー は 、 ポ ルッ クス の 剣 に 気 を 
と られ 、 傷 を 負う 。 カ イザ ー に 代わ っ て シャ ロン が 立ち 向 か 
う が 、 鬼気 辿 る ポル ックス に 、 じ り じ り と 崖 側 に 追い つめ られ る 。 
足元 が 崩れ 、 崖 か ら 落ち か けた シャ ロン の 腕 を ポル ックス か 間 一 髪 
で つか お む 。 だ が 、 引き上げ る 前 に 二 人 の 身体 は 深い 深い 崖 の 底 へ … 


合体 し て 、 醒 悪 な 獣 に 変貌 し た 
テッ シオ と メン ザ は 「 黒 い 到 」 
と 「 闇 の 風 」 を 使っ て ウォ トシ ー カ と 
リタ を いた ぶる 。 影 の 王 、 ウ ォ ト シー 
カカ の 便 で さえ も 、 そ の 圧倒 的 な 力 に 対 
抗 する 術 を 持た ず 、 膝 を 屈する こと に 


「 死 ね !! ウォ トシ ー カ ! 」 
an 上 se ご ポポ べつ 


金山 か ら 不 気味 な 内 光 が 走 り 
邪悪 な 暗雲 が 光 の 国 の 空 を 紙 う 


世界 が 闇 に 包ま れ て し まう 影 の 
ia 国 へ 行く と いう ミュ ー に 、 マ リア は 指 
「 ぬ ふた た び 間 の 支配 が ……」 輪 の 力 を 信じ る よう 告げ る ポル ッ ク 
「 お 母 さ ま !! 私 、 行 きま す ! 」 ス を 想う ミュ ー の 瞳 は 、 力 強く 燃え る 


「 何 か 、 
思い 出せ そう な 
気 が す る ……」 


崖 下 の 砂地 で 意識 を 取り も ど し た ポル ックス 。 傍 ら に 倒れ て いる シャ ロン を 見 た と た ん 、 ひ どい 頭痛 に 見 
舞 わ れる が 、 眼 前 に そびえ る 地下 城 に 真実 を 求め 、 歩 き 出す 。 そ の 気配 で シャ ロン も 目 を 覚ます が 


城 の 中 、 あ る 部 屋 に 足 を 踏み い 
れ た ポル ックス 。 部 屋 の 主 は 、 
いな い …。 窓 の 外 の 光景 を 見 て 何 か を 
確信 し た 彼 は 、 鏡 の 前 で ヒゲ を 剃り 、 
束ね た 髪 を 切る 。 追っ て きた シャ ロン 
の 剣 を か わし 、 彼 は 本 当 の 名 を 告げ た 


「 シ ャ ロン ……。 
俺 だ よ … ア スト ラル だ 」 


Ar シャ ロン は 流れ る 涙 を 隠す こと な く 、 ア スト ラル の 胸 に 飛び 
等 ! こむ 。 20 年 前 に 消え て し まっ た 婚約 者 は 、 ふ た た び 彼 女 の 元 


に も どっ て きた 。 屈 強 な 剣士 と し て 


いい 加減 で 軟弱 で 、「 合 士 


の 証 ] すら 持っ て いな か っ た 彼 を 、 こ ん な に も タフ が 偽 士 に させ た 


も の は 、 何 だ ろう 。 二 人 は 何 度 も 
し め な が ら 愛 を 確か め あ う 。 昔 は 


づけ を 交わ し 、820 年 の 時 を か み 
に 出せ な か っ た 想い を こめ て 


QA 


「 シ ャ ロン …… 会 いた か つっ た 」 


「20 年 間 、 こ の 日 を 待っ て いた …。 
これ は 、 夢 じゃ な い の ね 」 


「 い つの ま に 、 そ ん な に 強く … た くま し く ……」 


mr マリ ア か ら 受 け 継 い だ 指輪 に 導 か れ 、 つ い に 地 下 城 まで や っ て きた ミュ ー 


等 W 妖しく 飛行 し て いく 。 す る と 夏 悪 な 気 を 感じ と っ た 指輪 が 反応 し 、 ミ ュー は デル タ を 追っ て 地下 城 へ 


「 ア スト ラル 、 大 丈夫 !?」 
「 ポ ルッ クス 様 、 し つか り し て !!」 


「 お 前 た ち を 殺し 、 ふ ぬ た た び ワ ー ズ ・ ワ ー ス の 


石板 を 粉々 に 打ち 砕く ! 
二度と 再生 で き な い よう に な !!」 


Ar 内 悪 な 触手 に よる 容赦 の な い 攻 撃 で 、 生 身 を えぐ られ た ウォ 
等 * トシ ー カ は 、 剣 を 持つ こと も か な わな く な っ て いた 。 よ う や 
く 「 闇 の 支配 者 」 の 目的 を 悟っ た ウォ トシ ー カ の 目 の 前 で 、 今 度 は 
リタ が 触手 に 捕われ 、 そ の 身体 を な ぶら れる ウォ トシ ー カ と 
リタ の 絆 も 、 彼 ら に よっ て 打ち 砕 か れ て し まう 運命 な の か ? 


「 間 の 使者 …?」 


その 彼女 の 頭上 を 、 デ ル タ が 


| ま 


トラ ル 


「 み ん な に 会 い に 行 


ン 肖 加 


示 w 20 年 前 の あの 日 か ら 、 ア スト ラル の 幻 を 求め て 毎 


この 部 屋 


ン 。 そ の 告白 を 聞き 、 ア スト ラル 


を 訪れ て いた と いう シャ 
に 昔 の よう な 屈託 の な い 笑 顔 が も どる 。 そこ 
を 舞う 。 窓 か ら 飛び だ し 広場 で 闘い を くり 広げ る 二 人 を 、 デ 


ル タ を 追っ て きた ミュ ー の 魔法 が 吹き 飛ば し た 。 だ が 、 
を めぐ り 、 シ ャ ロン と ミュ ー は 早く も 女 の 闘 い を - 
で 正気 に も どっ た デル タ は 「 闇 」 の 陰謀 を 知ら せ 、 一 行 を 案内 する 


こ デ テル タ が 現れ 、 ア ス 


アス トラ ル 
一 方 、 衝 撃 


2 テッ シオ と メン ザ が 密会 し て いた 場所 で は 、 ニ ー ナ と アリ ア 
等 ! ド ネ が 、 橘 の 中 に 囚われ て いた 。 20 年 ぶり の アス トラ ル と の 


再会 に 、 感 無量 の ニー ナ 。 親 密 そ うな 二 人 の 究 囲 気 に ヤ キモ キ す る 
シャ ロン と ミュ ー は 、 ア リア ド ネ が 発し た 「 バ パ ババ]」 ョ 
し 、 ア スト ラル 本 人 も 呆然 。、 そ の と き 、 い ち 早 く 異 
ル タ の 叫び も 間 に あ わ ず 、 一 同 は 激しい 水流 に の みこ まれ て 


「 光 と 影 の 交わ り し 者 を 
作る と …… ら 
笑わ せる で な い ……」 


「 危 な い ! 水 が !」 


えー ウォ トシ ー カ と の 絆 を 絶ち きろ うと 、 抵 抗 の で き な い リタ を 
 * 蘭 忍 に 犯し 続け る 闇 の 獣 。 苦 問 する リタ を 守っ て や る だ け の 
力 は 、 傷 つい た ウォ トシ ー カ に は も う 残 っ て いな か つた ……。 こ の 
まま 闇 が 増長 し て 光 も 影 も 減 び て いく 様 を 、 こ うし て 見 て いる し か 
な い の だ ろう か ? その 間 に も 、 触 手 は リタ の 身体 中 を 痛ま し い ほ 
ど に う ご め き 、 ウ ォ トシ ー カ の 痕跡 を 徹底 的 に 抹消 し よう と する … 


「 光 と 影 の 王 が そろ うと は ……」 


ar 橋 が 爆破 され て 立ち 往生 し た も の の 、 よ う や く 通 風 口 を 見 つ 
等 け て 地底 湖 ま で や っ て きた 、 フ ァ ブ リス 率い る 光 の 軍隊 。 そ 
こ で 無残 に 散乱 する 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 の 石板 を 目 に し た ファ ブリ 
ス は 、 や は り 石 板 を 破壊 し た の は 影 の 一 族 な の か と ウォ トシ ー カ に 
詰め よる 。 し か し 、 兵 た ち に 火 を 噴き 、 凶 暴 な 触手 を 翻す 異形 の 獣 
を 前 に し て 、 彼 も また 闇 の 存在 を 知る が 、 時 は すでに 遅かっ た 


「 す べ て を 吹き 飛ば し 
無 の 聞 に 変え て や る ……」 


え w 水流 に 流さ れる まま 、 浦 か ら 地底 湖 に 落下 し た アス トラ ル 

『 水面 か ら 顔 を 上 げた 彼 が 目 に し た も の は 、 ま さ し く 火 火 地獄 
だ っ た 。 荒 れ 狂 う 闇 の 獣 に 向かっ て 、 剣 を 抜い て 走り 出す アス トラ 
ル に 、 シ ャ ロン と ミュ ー が 続く 。 し か し 、 ア スト ラル に 触手 を 切ら 
れ た 手 負 い の 獣 は 、 ま すま す 凶 暴 な 意志 を さら け 出 し 、 人 々 を 能 う 
絶大 な 力 を 見 せる 黒い 胃 と 闇 の 風 に 立ち は だ か っ た アス トラ ル は 、 
ミュ ー の 光 の パワ ー を 自分 に そそ が せる 。 彼女 の 両手 か ら 念 が 送ら 
れ 、 聖 な る 青い 光 が ア ス トラ ル を 包み こん だ と き 、 彼 の 剣 が 内 いた 
真っ 二 つ に ちぎ られ た 黒い 肥 は 、 水 蒸気 と な っ て 湖 に 消え て いく 


「 も っ と 早く …… に 


内 針 ま りか えっ た 湖 の ほとり で 、 ア リア ド ネ は 楽し そう に 石板 
』 を 拾い 集め て いる 。 一 方 、 瀬 死 の ツ ォ トシ ー カ を 、 人 々 が 取 
りか こん で いた 。 820 年 ぶり の 、 父 子 の 再会 の 場 。 そ こ で 父 の 口 か ら 
明か され た の は 、 他 な ら ぬ アス トラ ル の 出生 の 秘密 だ っ た 。 断 片 的 
だ っ た 事象 は ー つ の 真実 に 収束 され た …。 そ し て 長き に わた る 争い 
を 悔い 、 光 と 影 の 両 族 に 看 取 ら れ 、 偉 大 な る 影 の 王 は 天 に 召さ れ た 


「 あ と 、 ひ と ちゅ ……」 


人 々 が 深い 悲し み と や り 切れ な い 思い に と ら わ れ て いる 中 、 
! 科 ! アリ アド ネ は 着 々 と 石板 を 復元 させ て いた 。 あ と 、 一 片 ……。 
見 回 し た アリ アド ネ の 目 に 、 ア スト ラル が 上 腰 に 下げ て いる 袋 が 青く 
光る 。 彼女 に は そう や っ て 自然 と 、 か けら の 場所 が が わか っ て いた 。 
アリ アド ネ が 最後 の 一 片 を 欠け て いる 個所 に は めこ お と 、 バ ラバ ラ 
だ っ た 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 の 石板 は 光 を 放ち 、 一 枚 の 石板 と な っ た 。 
そこ に 書か れ た 文字 が 、 中 空 に 浮き 上 が り 始 め る 。 幻 想 的 な 光景 を 
人 々 は 息 を 飲ん で 見 つめ る が 、 そ の 文字 を 読め る 者 は いな か っ た … 


条 


「 わ れ は か みな り 
ひか り と か げ の いち ぞ く よ …… 


する 。 この 文字 が 読め 彼 交 男 容 2 
に ーー 清らか な 少女 の 声 に 。 悪 吉 と な っ た 


は 初め て の 空 。 間 の 呪縛 か ら 応 さ 放 た 和 旋 = 


Mi 


9 


G あ Ar@4S 


2 半 re 


は 交 を 創り 
Mi あの 理 豆 似 天 井 は 誠 2 史 し か し レ 
井 | それ は お 前 た ちの 最後 の 姿 で は な い 
は 9 お 前 た ち は い つの 日 か 
・ 完 相 な る 形 と な る で あろ う 
2 その 日 が 来る まで 
ー 我 は この 石板 を 建て 
a この 世界 を 


光 と 彰 に 分 け よ う 


アプ 


_ ア スト ラル 
/ StTFa Oh の で DP つづ 


逆 立 っ た 璧 、 長 い マン ト と 背中 に 背負 っ た 刻 が 特 
徴 の 主人 公 、 ア ス トラ ル 。 初め の うち こそ 重く て 
ジャ マ そ うに 剣 を 扱っ て いた 彼 だ が 、 剣士 と し て し AS 


成長 する に し た が い 、 軽 々 と 使い こなす よう に 。 N 7 
、N ン いき ーー 


WOIRIDS NAMIRT 枯 
Dra 作 NNNorrlks 


目の下 の ライ ン が 、 ひ と クセ 
ある ヒー ロー 像 を 抱か せる 


誕 
ん ( 信 * 


影 の 一 族 の 王子 と し て 、 か か 
さす ず 身 に つけ て いる 指輪 。 ク 1 
ロー ズ ア ッ プ され る こと は な 
い が 、 そ の 効力 に は 秘密 が … 


パジャマ 


第 1 話 の 冒頭 に の み 登 場 す る 、 ア 
スト ラル の パジャマ 姿 。 ち ょ っ と 
ネグリ ジェ 風 な の は 王子 だ か ら ? 


て 4L う い の の 年 ス 2 定 (3 
介さ 8、 は 4 


06@ 


ポル ックス 


記憶 を 失い 「 ポ ルッ クス | と し て 
生き る 彼 。 ヒ ゲ を た くわ え 、 髪 を 
後ろ で 束ね た 彼 の 、 ど こ か すさ ん 
だ 表情 か ら は 凄み も 感じ られ る 


ドー AM 


デン ッ グ 


WOIKDS 


JDra 館 


⑩RT 因 。 


OKg 


0 


ゃ < 
ーー も 


影 の 一 族 の 兵士 た ち を 鼓舞 し 、 統 率 し て いる シャ 
ロン 。 も と も と 勝ち 気 な 性 格 の 彼女 は 、 剣士 と し 
て の 誇り と 自信 か ら か 、 り り し く 毅 然 と し た 表情 
と 、 堂 々 た る 立ち ふる まい を 崩す こと は 少な い 。 


胸 の 部 分 の カー ブ が 女らしい 、 シ ャ ロ 
ン の 鎧 。 また 、 剣 を 差す ネ ホル ダー の 締 
め つ け で 、 腰 か ら ヒ ッ プ に か け て の ラ 
イン が 強調 され て いる の も セク シー 


均整 の と れ た し な や か な 肢体 
の 持ち 主 。 形 の いい バス ト と 
伸び や か な 美脚 に 、 ア スト ラ 
ル が の そ ぞ く 気持 ち も 納 得 …? 


2 


0Z7 


| 


訓練 所 で 語 士 た ち を 見 つめ 続け て きた ニー ナ 。 そ 


の 瞳 は や さ し く 、 戦 いで 傷つい た 身体 も 心 も 癒 し 
て くれ そう な 、 や わら か な 雰囲気 を 持つ 。 


と も 感情 を 表し て し まう 、 


自ら ず 


猫 耳 と し っ ぼ ぽ が 特徴 。 


理科 ln 


073 


リ チ リ 
ん 着け 


て いる ケー プ も 女のコ っ ぽい 


/ / に レ ( se 
| / ^ べ の Ne、 Ss ペル 
N ッ ツ の / ヽ 
3 ヘー イイ < ヘッ クー ミス た N グー. 交 Ne 
トラ / ツ ーー リ NN 3 / や ー 
= 2 y が ・ ーー 
* ーッ を 5 
| ノレ 1 


立 


彼女 の 動き に 合わ せ チ 
と 鳴る 小さ な 鈴 。 ふ だ 
” 放 放 いる アリ アド ネ 。 そ の 
| ち 方 や 脚 の ライ ン が 、 あ 
どけ な い 少 女 ら し さ を 強 
調 。 手首 の 紐 も ポイ ント 


PWR 
』 IW 
| ヽ 、 包ん 豊か な 髪 を 2 つ に 編ん で 


し っ ぽ 。 ス トー リー 中 も 、 
彼女 の 感情 の 品 ぶ り と と 
大 きく ふく らむ 


ー ヽ 


猫 的 特徴 の 代表 例 、 長 い 
も ( 


長め に あめ つら えた マン ト に 身 を 包み 、 魔 導師 と し 
て 戦い に 参加 し た マリ ア 。 細 か く 毛 先 を 結ん だ 神 
秘 的 な 黒 背 は 、 ふ だ ん 物静か な 彼女 の 内 に 秘め ら 


思い きり 怒り 、 思 いき 
り 泣く 。 彼 女 の 最 大 の 
武器 は 、 実 は 涙 か も 


ぽち ゃ っ と し た 肉付き 
が 少女 らし い 。 ど こ を 
と っ て も や わら か そう 


究極 の 魔力 を 封じ こめ 
て ある リン グ 。 武器 や 
防具 を 持た な い 彼 女 を 
守る 、 唯 一 の アイ テム 


聖職 者 と し て 、 厳 か な た た ず ま い 
を 身 に つけ た マリ ア 。 す っ か り 落 
ち つ いた 表情 は 、 神 々 し く 見 える 
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短 刻 を 意 の まま に 操り 、 物 々 し い 敵 の 間 を 風 の よ 
うに 駆け ぬけ る シル ヴァ ー ナ 。 小柄 で 引き 締まっ ブン 


た 身体 と ショ ー ト ヘア に 、 ま る で 少年 の よう な 、 ( 
は つら つと し た 豊か な 表情 が 爽快 に 映え る 。 
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シル ヴァ ー ナ が 屈辱 に 耐え る 
シー ン は 、 見 せ 場 の ひと つ 。 
縛ら れ た スタ イル が 煽 情 的 。 
拉 問 具 の 細か い 描 写 に も 注目 


短い な が ら も 高い 位置 で 2 
つ に 結っ た 髪 が 、 彼 女 の お 
て ん ば な イメ ー ジ を 増幅 


ざ コー 


8 で の 


母 の マリ ア に 似 て 清 弟 で 可憐 な 印象 の ミュ ー だ が 、 
短い スカ ー ト や リボ ン を ふん だ ん に 使っ た キュ ー 
ト な コス チュ ー ム が 、 よ り 普 通 の 女のコ っ ぽい 雰 
囲 気 を 感じ させ る 。 乙女 と は まさ に 彼女 の こと 。 
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26 和則 ーー 生ま まあ 枯 まで や 作 | R 


ミュ ー の 後ろ 姿 。 ふ ん 


わり と 分 けた 、 や わら か そ 
うな 髪 の 後 れ 毛 が リ アル 
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線 を 描く 身体 は また 成長 中 


抱き し め る と 折れ そう な 、 
細い 肩 や 腰 。 や わら か な 曲 


eo mm ・ー の の ー 


ta 


ポニ ー テ ー ル に し た ウェ ー ブ が か っ た 髪 。 勝ち気 
な 瞳 。 何もかも は じき 返す よう な 、 褐色 に 輝く 肌 。 
乱暴 な 男 っ つぼ ぽい 言 葉 を 話す リタ の 、 身 体 中 すべ て 
が 彼女 の イキ の よさ を アピ ー ル し て いる 。 


タ 4 で み (3 


ウィ スト す サッ ア 
以下 は すし し 
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光 と 影 の 国 を 結ぶ 通 
路 が 開か れ た こと を 、 
ファ ブリ ス に 知ら せ 
る た め に 使っ た 伝書 
鳩 。 腰 に 下げ て いた 
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威勢 は いい が 、 実 は 騰 病 。 そ ん な 彼女 
の 目まぐるしく 動く 表情 を キャ ッ チ ! 
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地下 城 の 暗がり を 気まま に 浮遊 する デル タタ 。 大 胆 
な コス チュ ー ム か ら 薄 紫色 の な め ら か な 肌 を さら 
す 彼女 は 元々 、 聞 に 魅入 られ て し まう ほど と の 、 妖 


4 ん 。 
ラグ W 上 ん 
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WORDS RMORTT 
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アス トラ ル と 同じ 目の下 の ライ ン 、 
さら に 額 の 紋章 や コブ ラ が 呪術 的 


と き に 凶器 に も な る コウ モリ の 。 
上 部 に つい た 指 も し っ か り 意 志 表 示 ノア グー- 


ワイ ルド な へ アス タイ ル の 中 か 
ら と が っ た 耳 と 糞 が の ぞ く 。 装 
飾品 な どす べ て が ミス テリ アス / ゲ 


atecrs で で AF 


天 に 向かっ つて まっ すぐ 伸び た 髪 が 、 何 より 彼 の 荒 
ふる 気性 を 表し て いる 。 災 の よう な 圧 の 下 の 鋭 い 
眼光 に 、 人 々 は た じ ろ ぎ 、 ひ れ 伏 す 。 影 の 一 族 の 
王 に ふさ わし い 、 堂 々 た る 風格 と 体 能 を 持つ 。 


の Na 


ンク あこ KS 装 委 的 な 首飾り の 下 に 
ググ) 隆々 と し た 物 か 

SW ) 1 3 剣 が な く と も 恐ろし い 王者 の 合 は 、 高 貴 に 輝く 石 

ob が 散り ば め ら れ た 、 風 格 の 


漂う フ デ ザイ ン に な っ て いる 
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1 ュ 


率先 し て 戦場 に 立つ 将軍 で も ある 光 の 一 族 の 王 、 

ファ ブリ ス 。 進ん で 戦い の 中 に 身 を 置く 彼 は 、 光 
の 兵士 た ちの 士気 を 高め る 存在 だ が 、 シ ャ ロン に 
対し て 露 わ に し た 非情 ざさ は 、 見 る 者 を 戦 像 させ た 。 


威風 堂々 と し た ヒゲ が 顔 を 孝 う 、 
_ 剣士 と し て また だ 現役 の ファ ブリ ス 


アス トラ ル に 斬り 落と され た 右 
手 は 、 も う 剣 を 持つ こと は な い 。 
20 年 で 王 と し て の 貫禄 も 増し た 
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世 の カ ツラ の よう 。 腹黒 く 
ほ く そ 笑 む 表情 は 天下 一 品 


と が っ て いる 。 紙 一 
アブ ナイ 目 


彼 の すべ て が 、 鋭 利 
ーー な 刃物 の よう に 細く 
| 重 的 な 、 


本 問 是 時 ーー 
グ 


こも 見 える … 


か 寂し げ ! 
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と し た 戦場 を な ご ませ る が 、 


ど 


は 、 


密やか な 情熱 が 燃え て いる 


公子 然 と し た 、 優 美 な 容 
狐 。 ク ー ル な 瞳 の 奥 ( 


篤い た り 衝 撃 を 受け る 
と 首 か ら 頭 蓋 朋 が 外れ 
て し まう カト ラ 。 彼 の 
生態 に 興味 は つき な い 


隆々 と し た 筋肉 が 見 事 。 
血の気 が 多く 、 本 能 の 


まま に 行動 する 彼 
下半身 も ご りっぱ 


は 、 


光 の 一 族 の 兵器 、 石 の 
機械 を 操作 し て いた 男 。 
すず る 賢く 調子 に 乗り や 
すい 性 格 が 表情 に 反映 


光 の 一 族 に 語り つが れ 5 
る 「 伝 説 の 剣士 ]。 ア ス 
トラ ル と よく 似 て いる 


の ルプ 
デー ター 3 
の 2 ク ュ 


人生 zaom 


ン マリ ア か ら 、 ミ ュー を 介 
ンジ し て ポル ックス に 手渡 さ 
ンク り 
4 ン バ れ た 。 ポ ルッ クス を 導く 


っ 事 
ポル ックス が 腰 か ら 下げ (シン 


て いる 袋 。 中 に 石板 の か 
9 | 1 【 けら と 水晶 の 鍵 を し まう 
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ポル ックス が 光 の 国 
の 市 場 で 買い 、 聞 の / 
) 刺客 と の 戦い で 使用 か ここ ソ 


ミュ ー が 森 で 拾っ た も の 
と 、 ポ ルッ クス が 持っ て 二 / 
いた か けら か が 合体 し た NT リ 則 」 | 


{ 7 
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シル ヴァ ー ナ が 振 問 部 屋 | 
関 | で 使用 され た お 道具 た ち 、 | 
MI 大 中 小 。 哀 れ カ イザ ー… | 


ん シン 自 を 基調 と し た 戦闘 服 の 光 の 兵 
】 が V、 へ い V/ 頭 部 全面 を 覆う 多 の 十字 が 特徴 


地下 城 を 死守 する 影 の 一 
族 の 兵士 た ち 。 鎧 と 盾 に 
ほど こさ れ た 弓形 が 目印 


WOIRDSNQORT 枯 。 
Da ⑩FHIKS 
ロボ ッ ト 戦 士 


地下 城 の 剣士 の 訓練 所 で 、 訓 
練 生 た ちの 相手 を 務め る 試験 
用 の ロボ ッ ト 。 各 レベ ル あ り 


本 = 


ミュ ー と 森 か ら 城 へ 帰る 場面 で / / 
登場 。 光 の 王 に ふさ わし い 白 馬 


互い を 兄弟 と 呼び あう 


/ ャ ー ア か の 4 シル ヴァ ー ナ を 拓 問 に か 

6 1 ミッ 地 けた 卑劣 な 中 番 た ち 。 お 
! * ) / 

/ 1 / 


ポル ックス に 救 わ れ 興 奮 
気味 の ミュ ー が 手綱 を 引 
く 。 品格 の ある 顔つき 


影 の 一 族 が 駆る 生物 。 戦 
場 で は 、 シ ャ ロン や カイ だ た だく ハハ 
ザー な ど 上 級 剣士 が 乗る ZN ヽ 
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地下 城 で ニー ナ の 生気 を 吸い と ろ 
うと し た 老 波 グ モ 。 糸 と 舌 が 武器 


1 / “ 。 
、 / っ) グ ッ ク ン / | 
/ 4 ト ジン 2 〔 [ 

( ゆ クン ーー の / / 


デレ テー テテ = ジー 
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NE も 7) と に ^N し / 
ア 仙 2 ee いさ / 
/ - ジ use べ N NN / 
N。 抽 SSN や レレ 


メン ザ の 分 身 。 石板 を 狙っ 
て ミュ ー と ポル ックス を 攻 
撃 し た 。 狼 に 変身 で きる 


ee 


クラ ブ に 操 ら れ 、 戦 場 に 投入 され 
た 。 破 壊 力 は バツ グン だ が …… 
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5 誠に EuiL2ETM 際 時 


InterVIGW 


W1 も nh KAN 


ぶ く 和 も 避 か だ 9 りん し ん 


シ >> 牙 者 5 絵 コラ テ >>> キ ャ ラク ター デザ イン ・ 作 男 監 督 


UKUMOTO &nd 民 芽 NN 


「 光 」 と 「 影 」 の 壮大 な 世界 を 鮮烈 に 描き きつ た 実力 派 ク リエ イタ ー の 心意気 ! 


知る 人 ぞ 知 る アニ メ 界 の 実力 者 お 二 人 に OV 
A 版 ワー ズ ・ ワ ー ス . 制作 中 の 秘話 な ど を 
語っ て も ら っ た 。 息 の 合っ た 両氏 の トー ク で 、 
作品 便り に か ける 情熱 や 手法 も 明 ら が に …!? 


「 み ん な に 反対 され た けど 、 


シー ン は や り た か っ た 」( ふ くも と ) 
OVA の 最終 巻 に な る 第 5 巻 が 発売 較 礎 記 i@ か ら 
数 ヵ月 た ち ま し た が 、 初 め に ワー 認 連 フ ー ス ま 大 衣 
ニ メ 化 する こと に な っ た きっ か け 者 本 え 所 た きい 。 


ふく も と (以下 F) まず ゲー ム 作 二 ( 甘 ) と し て で 『 ワ 
ー ズ ・ ワ ー ス .。 が あっ て 、 そ の キャ ラク aa デザ イン 
を りん し ん が や っ て いま し た 。 そ れ を 原 傘 震 甘 と アニ 
メ を 作る こと に な っ た ん で す が 、 彼 の 2 須 一 へ ム の ほう の 


作業 が 終わ る 頃 か ら 、 ア ニ メ 化 の 語 起 出 で い だ ん で す 。 


りん し ん (以下 @) 最初 の 予定 で は 、 有 / ニ メ は 全 2 


巻 だ っ た ん で す よ 。 そ れ が 結局 、 追 加 [ き 交 ら て 全 5 巻 、 


出す こと に な っ た ん で す 
ビデ オ 2 巻 で お さめ る に は 、 す ご 《⑯ 百 夷 礎 区 ケー 
ル の お 話 で す よ ね 
F 実際 、2 巻 の 作業 を 進め て る 吉 寺 か ら 「( 完 結 す 
る の は ) 無理 だ よ な ] っ て の は あっ 上 六 ん 4@ す 。 それ で 
アフ レコ (※) の と き に 、 追 加 す る こ 謙 座 葉 に 決ま 
っ た ん で すけ ど 、 そ の と き は 全 6 巻 で い W 央 軒 者 居 な り 
そう だ っ た ん で す よ 。 そ うし た ら 「 勘 弄 し で 電 さ ざさ 
っ て 、 現 場 サ イド か ら 懇 願 さ れ ま した ( 笑 )。 追加 は 
3 本 に し て くだ さい っ て 
で も 、 お そら く 全 部 で 7 本 は 必要 な 作 語 で す よ 竹 W 
それ を 結局 、 5 本 で や る こと に な っ た の 論証 族 語 - バ の 
シナ リオ に と ら わ れ す ぎ ず に 、 ひ と 紀 @ ド 之 補 と し て 
テン ポ ボ よ く 動 け ば いい な っ て 思い な が がら 作り まし た 。 
りん し ん さん は アニ メ の 作画 に 関し て 、 注 意 し よ 
うと 思っ た 点 は あり ます か ? 


CGI や 5 ぱり 極力 、 線 を 少な くす る こと で すね 
請 放 クノ ター の 衣装 は 基本 的 に ゲー ム と 似 て ます 
よね 。 

CI ええ な る べく 線 を 省き な が ら 、 で も ゲー ム の 路 
線 が ほほ 俳 さ な いよ うに や っ て まし た 。 そ う や っ て 少 
し で も 線 を 省略 し て いか な いと 、 動 画 担当 の 人 が みん 
な 辞め ちや うか ら っ て ( 笑 ) 

還 計 義 開 ー ン が 多い で すし ね 

Ci ぞ 生 が いち ば ん ツラ イ と ころ ( 笑 ) 

Fr 生 戦闘 ター ン は 実際 ね 、 大 反対 が あっ た ん で す よ 
みん な ほ 肉 れる の や め よ うっ て 言っ て まし た 。 で も 、 
僕 不作 思 つう シー ン が 好き だ か ら ( 笑 )。 だ けど 、 ま 
大 ちまう も や り 足 ら な いよ うな が 部 分 も あり ます 

ぞ 衝 きい ちば ん 大 変 だ っ た の は 「 撮 出し 」(※) 
が な 』 沈ま で や っ て な いよ うな コト を 、 ち ょ こち ょ こ 
震 や 5 みこ て る ん で す 。 た と えば 、 デ ジタル っ ぽく 見 
學 る 発 の まう な 効果 、 実 は あれ 全部 、 デ ジタル で 作成 
馬 吉 や な く て フィ ルム 撮影 な ん で す 

CI 全部 (素材 を ) 撮影 し て プリ ント アウ ト し た ヤ 
ツウ を 使 ね …… 

F 邊 罰 格 旧 枚 、 自 分 で 作り 上 げ て 撮影 し た ん で す よ 
大 和 を プリ ント アウ ト し て 、 ど れ を 使 お うか っ て 悩ん 
SO 細か ら 、 見 て る 人 が それ を デジ タル と 錯覚 し 
< れれ 和 ぽう れ し い な 
の 錯 商 て まし た ( 笑 ) 。 で は 、 そ うい っ た 効果 も 
含め < お 気に入り の シー ン は どこ で すか ? 

GII 2 語 の シャ ロン の 戦闘 シー ン か な 

F 滑 あ 大 還 は 見 て て 気持 ちい いん だ よね 。 僕 も や っ ぱ 
52 語 @I( フ ァ ブ リス が ) ば ーー っ て 全 投 げ て 、 ず ご 


ti 放 有 有 ド が 死ぬ シー ン ? 

F 放 5 旨 あ そこ が いち ば ん 好き 。 イ ン パ クト あっ た 
電柱 軸 あ の シー ン は 、 け っ こう 力 が 入っ て る ん で す 
撮 貞 も 何 回 も し て 


人 @ 名 前 : りん し ん 

人 @ 出 身 地 : 三重 県 。 数 字 に 弱 
. く て 、 生 年 は わか り ま せん 。 
| @ デ ビュ ー 作 : な ん か の 合作 
アニ メト だ っ た と 思う 


@ 今 まで の 作品 : エッ チ 系 。 


@ 代 表 作 : 「 淫 獣 学園 浮上 
聖戦 ] シリ ー ズ 、OVA「 同 
級 生 2」 の キャ ラ デ ザ 。 

グ @ 次 回 作 : 「 ガ ウス ] ! 


「 ウ ォ ト シー カ に は 、 だ いぶ 泣 が 


され まし た ( 笑 )」( りん し ん ) 


で は 、 お 気に入り の キャ ラク ター と いう の は 還 
FE シャ ロン で すね 。 シ ャ ロン も 最初 の 方 ば 衣 番 圧 少 
な か っ た ん 着け ど 、 ど う や っ た ら カ ッ コ よ 《 騙 二 謙 前 
る A 皿 gi@ 者 えて 、 目 に 光 を 入れ た り し て た ん 容 習 時 
3l 箇 上 括 さや すさ で いう と 主人 公 。 いち ば ん 線 が 
少な か っ た し | 
旧 計 表装 仁 天 交 そ うに 見 えた ん で すけ ど …… 講 還 
て 人 季 の 圭 ラ の 髪の毛 と か に 比べ れ ば 、 ア 談 ド 良 天 
司 楽 回 居 想 ね あ 。 オ ヤジ キャ ラ は 影 が 多い し 細 
F 識 攻 義 一 力 ね 、 初 め は そん な に 動く 予定 U 雪 な 
か っ た ん だ けど . 
還 還 大 爆発 し て まし た よね ? 
CN 著 箕 有 あれ は 大 変 だ っ た …… 
F 識 あ 租 ね 、Dr.POCHI (スー パー バイ ザ 時 ) 主 宙 
前 六 W 記 言っ た ん で す よ 。 
CI 妨 く な か っ た ん だ …… あ ん な …… ( 笑 ) 
8 地 し い シ ー ン で し た よね 
F 回 シー ン の 中 で 、 い ちば ん 気に入っ 語る の ば ほ 
あ 老 還 @ 引 ね 、 ウ ォ ト シー カナ 自 身 も 気合 い が 届 町 
片 想 請 宛 人 トラ ル の エッ チ シ ー ン は 、 ど うし て も 平凡 
央 起 記 ち 季 5 。 あ ん まり や りす ぎる と 鬼畜 に な る 議 
聞 居 抑 講 きき て も 「 な ん だ ! 」 っ て 言わ れる 了 ほ . 識 
記 計 アル の エッ チ シ ー ン は や っ ぱり 、 旗 情 大 が 
らん で ぐる の で 和 柔らかい 表 現に な り ま す よ ね 8 
F 貞 大 引 そ うし な いと 、 僕 自身 も イヤ だ し 、 見 誕 る 
ほ 3 も 民族 だ た ろう な と 思う 。「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 上 披 
畜 歪 用 な い 、 普 通 の 人 間 が 成長 し て いく 週 程 の 物 
語 だ か ら ね …… 
引 還 引当 《、 ど うし て リタ が ウォ トシ ー カ の 相 皇 大 
訪 た の か が 疑 問 だ っ た ん で す が ? 
F 吾 座 弥 旧 析 の エッ チ シ ー ン に 登場 し た キャ ラク s 
の 改 り 還 二 ショ ン か らい っ て 、 リ タ の よう な 感じ 直 W 
WW 天 語 選 な っ た ん で す 。 や っ ぱり 、 キ ャ 肥 ク 多 主 
央 次 人 能 が あら た ほう が いい と 思っ て 。 リ タ が だ 肌 才 宴 
色 夫 思 還 二 記 ゲー ム で は すご く 弱 いん で す よ 科 。 記 デ 
政 固 請 弱 玖 けど 虚勢 だ け は 張っ て いる 女のコ ロ W う 
3 貞 表 現す れ ば いい か な と 考え た ん で す 。 だ が 足 
也 ぽ 5 ぞ 凡 な に 強い 設定 に は し て な いん で 
計 別 MS 氷上 っ こう 大 変 だ つっ た か な あ 。 ウ オ 三光 塞 末 
も 容姿 '@ 胃 も 大 変 で 、 両 方 が か らん で る っ て いう の 
は 』 衣 記 ( 笑 )。 リ タ は 、 回 の 毛 が ウ エー ブ に な 
う で る の で 、 あ れ が けっ こう 時 間 が か か る ん で す よ 
し か も 、 あ の シー ン 長 めで す よ ね 
F えん えん と ね 
Q 動き を 全部 、 合 わせ て いか な くち ゃ いけ な いか ら 


(ゲー ム 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 1]7 邦 に 
エル フ か ら 1993 年 PC98 版 が 発 
売 、99 年 に Windows 版 に 移植 さ 
れ た 。3D ポ リ ゴ ン が 話題 の R PG。 
| (アフ レコ ) 一 先 に 撮影 し た 画面 
に 音声 や セリ フ を 録音 する こと 。 . 
この 場合 は 、 声優 の 収録 を 指す 。 
( 揚 出 し 】 一 セル と 背景 を 合わ 
て 位置 ・ 効 果 を 決め 、 秒 数 を カウ 


入 
リ 
ぐ く 
ミ 
O 
1 
上 は 
0 


ね 。 (身体 の 炉 きめ の カーブ が ここ に 来 て 、 こ の カー ブ 
が で で 

ーー その リタ と ウォ トシ ー カ の シー ン 、 色 合い も 煽 情 
的 で す よ ね 。 

G あ 福 まほ も 5E 指 定 担 当 の 中 田 く ん が 、 は りき っ 
て 綺麗 な 色 因 し で くれ た ん で す よ 

F 政 を 変 先 で る 丸 で す 。 あ ん まり 暗 す ぎる と よく な 
いん で 。 あの ジョ シル だ け 少 し 色 を 明る くし た ん だ 


「 制 約 の 中 で どう 作る か に 頭 を 使 
う の が お も し ろく て 」( ふ くも と ) 


ー で き 制作 中 の いち ば ん 印象 深い 思い 出 を …… 
F ラガ が 到 頑 画 才 が 多い な ( 笑 ) 
GR 時 ア か っ た 

E_ ま 境 較 8 間 一 し が ツラ か っ た し ね 。 だ ん だ ん 
パラ ワー 妨 必 '@ か な いと いけ な いし 、 前 と 同じ レ 
べ IG で 作詞 坊 ゆま ら な いし 
Q 私 ば 赴 大 超 胡 バ ワー ダウ ン し て た ( 笑 )。 初 め の 
話 に あ 宮 妨 巻 @ ら い だ っ た ら 大 丈夫 か な 、 と 思っ て 
だ の が 結局 税 完 玩 ま : '?| っ て こと に な っ た 
一 用 タ 吉 の 数 は 多い と 感じ まし た か ? 
FU\ や 男 呈 少な いな と 
G ゲ 一 胡 四 双 パパ る と ね 。 ゲ ー ム は すご く 多 いか ら 
F で あれ は 入れ た か っ た 。 ゲ ー ム に 出 て くる 、 
羽根 が 生 先 @@| で ち 」 っ て 話す 妖精 みた いな キャ 
ラ 。 あ 柱 の ⑳ 亜 秋 シ ー ン を 作っ て みた か っ た な 

キャ 上 圧 ド の こと で すね 

G セリ 尼 が 司 愛 か っ た ね 。 私 は ベル ベル を や っ て み 
た か っ ぅ 大 証 声優 きん が 、 す ん ご い 甘 い 声 な の 。 あ の 声 
優 き @ 表 = メ や っ た ら 、 い いな あと 思っ て た 。 
F 番外 編 を 作る な ら 、 や っ て みた いよ ね 

= そ 机 ほ 民 のび 見 た いで すね 。 お 二 人 と も いろ いろ 
と アイ 選 衣 を お 持ち で す が 、 今 まで に 影響 を 受け た 作 
品 と いう と 何で すか ? 
F <《@ 呈 影響 を 受け て る アニ メ は な いん で す 。 だ っ 
て 「 ア 呈 災 が 表 多 ー ト し た 頃 か ら 、 僕 は アニ メ の 仕 
事 を や ぅ る が ら 』 映画 は 好き な ん だ けど …… 小説 
で 影響 を 腕 居 知 の は 、 こ れ か ら や ろう と し て いる ' 淫 
魔 聖 伝 。 も な ん だ けど 、 山 田 風 太郎 (※) か な 
その 影響 を 看 居 受け て る の が 淫獣 聖戦 で す 

和書 納 較 謀 国選 イッ ク で ……、 そ う で すね 

F  『「 淫 魔 回 伝 押 で は 「 触 手 ) モノ を や っ て る ん だ け 
ど 、 今 ぽ 計 論 手 ] と いう ジャ ン ル 自体 が 、 下 降 線 に な 
っ て ます よね 。 僕 が や め て る 間 に 乱 雑 に 造り や が っ た 
な 、 み た いな 思い が あっ て 。 だ か ら 「 触 手 ] モノ を 、 
も っ と クオ リティ 高く 作ろ うか と 考え て ます 
G 作り た く な いよ ー ( 笑 ) 
F  ( 笑 ) し ょ よう が な いか ら 「 触 手 ] だ け は 、 自 分 で 


Making of WORDS WORTH 

5 と 。 「 と な り の トト ロ 』 昌 の の け 姫 | 等 、 

(宝島 ) 1972 年 に 日 本 テレ ビ 系 

で 放映 され た 名 作 ア ニ メ 。 ジ ム 

年 が 、 海 賊 フリ ント の 宝 を 目指 

。 同 名 小説 が 原作 。 

(うろ つき 童子 〕 一 前 田 俊夫 原作 。 

、 1987 年 「 超 神 伝説 うろ つき 草子 」 

等 と し で OVA リ リー ス 開 始 。 ア ダ 
ルト アニ メ の 草分け 的 存在 。 


| く 
も 
し 
か 

| ん 
<】 
り 
ん 
し 
ん 


ここ 
の 


ぐ で て さい ⑳ ぐ さき (T 和 へ 


作 監 を 入れ て いく か な 、 と 。 ア クシ ョ ン も つけ 直し て 

Saeayo スケ ジュ ー ル は な いん だ けど ね 

G 今 ま で で いち ば ん な いか も …… 

F そう 、 そ れ で どこ まで 出来 る か な 、 と ( 笑 ) 
その 作品 も 、 り ん し ん さん が 作画 監督 を …… 2 

動 そう 。 

Q 今 ま で 「 聖 獣 伝 ト を が 作画 を や っ Q た だ た け ョ シ 

リー ズ を 通し て 全部 を や た の は 「 ワ ュー 。 ワー ヌ | 

が 初め て な の 。 問 に 合わ な いよ う 、 ひ と ゃ や ー。 

F カッ ト 数 が 今 ま で よ 叶 0 枚 くい 多い の 』g 

まく いっ た ら 、 そ れ だ 世 見 書 半 え も ある か な 』 素材 

どう や っ て 作る の か 、 原画 塗 記 iC セ 貞 や っ で で 机上 

何 を 追加 し て いく か 。. 稀 過 光 や グラ デー ショ ン を 足 そ 

うと か 、 撮 影 に 回 の レシ ズ を 使 お うか 、 か 考え な が 


ら 作 る ん だ けど 、 そ の 考え る 時 間 が ど と まで ある の が 


その ギリ ギリ の と ころ が お も し つろ が か つづ 寺 りす る 。 
追い つめ られ る と 有 全 事 し ちゃ う みた いな a 

と あり ます か ? 

F いえ 、 昔 は そう だ る / 因 けど 。 当 時 ば 放 和 で も 見 

れ た ん で し ょ う ね 、 ア ニ メ の レベ ル が 縛 念 デジ タ 比 

の 作品 が いっ ぱい あっ て 、 育 居 を 神 に ウィ ル 作 語 @ 

対抗 し て いく の に 、 ご 講 寺 座 出来 あの が な っ で 思 加 が 

ある ん で す 。…… デジ タル な ら 簡 単 な ん で す よ 。 

G 実際 、 デ ジタル は ま 如 影 の 付け 方 が 天変 あみ だ 

だ よ 。 動 画 の 作業 が ね 。 そ れ で 、 あ ん まり 細か く 描 る 

と 、 デ ジタル で 動画 する 分 請 肉 変 に な つ ち ゃ 5 

F 塗り は 早い ん だ け ぎ 福 


「 デ ジタル ・ ア ニ メ に どれ だ け 対 
抗 し て いけ る が 」( ぶ ふく も と ) 


りん し ん さん は 、 影 響 存 須 けた 作品 どか za: ? 
影響 …] 
F 小説 、 読 まな いな あ 6 療 )a 同 崎 作品 (※M が か が 


それ と 「 宝 島 ,(※) だ まな 罰 絵 に は 全然 関係 な 世 了 け き お 
G 好き な 作品 は そう で 可 。 た だ 、 今 ま @ の エッ チ ヂ や 
の を や る と いう 上 で 参考 ほ 見 た の は つき 章子 」 
(※) で すね 。 エ ッ チ も の 記 た こと が な い 大 寺 周 大 
う や る ん だ ろう っ て 見 、 お 、G ん な ん どう し ろ 
て の っ て 思っ た 。 ん で 』 上 っ と 感動 才 た |( 笑 喝 
じゃ あ 、 そ れ が 初め で 見 た エッ 也 作 部 だ っ た A 
すか ? 
⑥ うん 。 で 、 こ りゃ ム | 四 購 譲 b て 寺 5 た 。 
F 枚数 が 使え な いか ら が な 請 採 算 取れ る 範囲 の カッ ウド 
数 で や る と いう 、 枚 数 制限 店 あ る じゃ な いで す が 』 そ 
の 限ら れ た 枚数 の 中 で 、 ど う や っ て ば め 皿 胡 で ぴい 《 が 
に は 、 い ちば ん 頭 を 使う ね 
も し 、 そ ん な 制限 が な いと し た ら …… 
ダメ だ よ 、 間 に 合わ な く な る ! 


さも ) 4 話 に 出 c く る り タ と ウ 。 
ー カ と エッ チ シ ー ン 。 どう 9 
色 味 を 作る の が 好き で す (名 


ーー 
この コ だ ! 
⑯ マ リア 。 通常 と キレ た と き と の 
表情 の ギャ ッ プ が いい (動画 チェ 


ーッ ク グ が わた つ ) 代 デ ル タ 。 女 の 


の い 、 制作 ス \ 
タッ フ ー ン は ココ ! 


@ 2 話 で ブタ の 番 が シル ヴァ ー 


で は の 楽し い 動き が 出 て る と 思い 
ます ( 制作 プロ デュ ー ス ノ 越 中 お 


忘れ られ 
キャ ラク タダ 


F 「 出 来る ] っ て の は 、 そ うい う 制 約 が あめ っ て その 
中 で どう や っ て 作る か と いう 問題 だ と 思う ん だ よね 。 
その 動 根 を 取っ 払わ れ ち ゃ っ た ら 、 ど う や っ て いい か 


わか ん な く な っ ちゃ う …… ( 笑 ) 
Q 大 変 だ よ ( 笑 ). 
F 問 に 合わ な いし ( 笑 )、 ど こま で や っ て いい の か 


な っ て 。 そ うい うこ と っ て あり えな いし ね 。 逆 に それ 
だ け の スケ ジュ ー ル を も ら え て も 、 ユ ー ザ ー に 忘れ ら 
れ た ら バ パー じゃ な いで すか 。 覚え て も ら っ て いる うち 
に さっ さと 流さ な くち ゃ 。 シ リー ズ も の で 半年 と か 1 
年 に ] 本 の リリ ー ス だ っ た ら 、 ユ ー ザ ー は 到底 つい て 
こない と 思う 
Q 作り 置き と か 出来 れ ば いい 居 だ 練 娠 請 朗 ( 笑 )。 
F それ は ムリ だ ろ ( 笑 ). 

これ か ら は 、 ど ん な 作品 を 偽っ 許 本 売 い で すか ? 
すでに 何 か ご 予定 が あれ ば 、 教 えて くだ き Y。 
F また 、 り ん し ん が …… 
Q⑥ それ は ふく も と さん が や り が だ し) 基 馬 務 が 《@ て 、 策 
が や り た いも ん だ よ 。「 ガ ウス 清め 編 褒 本 よ ょ 5? 
F そう か ( 笑 )。 そ の りん し が 涯 衣 運 クタ ー デ ザ 
イン を する こと に な っ て る 「 ガ ウズ 玉吉 線 内 ア ニ メ で 
や り た いん で す 。 あ る 部 分 が 時 代 劇 が 歳 直 柏 請 も 
今風 の 時 代 劇 に な っ ちゃ っ て る 記 L 国 風 天 郎 の 世界 同 
近い ん で す よ 

パラ レル 時 代 劇 みた いな 感 委 K 天 2 
F そう そう 。 そ れ を 、 ア ニ メ に C 放 巫 詞 iC 出来 る か 
な っ て 考え て る ん で す 
よう は 「 く の いち 」 モノ な ん で 箇 議 
FE 山田 風 太 郎 の 世界 みた いな が 計 派 地 な 作品 な る と 
いい な 。 昔 、 僕 が や っ て た 「 カ 上 イ 人 勉 令 加 みた いな 地 
味 な 忍者 モノ で は な く て 。 そ う 妨 大証 介 を 作っ て み 
た いか っ て 聞か れ た ら 「 カ ムイ 人 外伝 証 礎 趣 計 一 度 自分 
で 、 昔 の スト ー リ ー で 、 シ ナリ オ を その まま 使っ て 、 
新しく カッ ト 割 り し て 作っ て み 交 い な 。 
 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 の ゲー 思 を や っ て いた 人 頃 か ら 


「 あ ー、 忍 者 で 、 服 は こん な ん A 語 交 り た 一 い 」 と か 思 
っ て 描い て あたため て いた の が 、「 ガ ウス 』 の 元 に な 
る ん で す 


それ で は 最後 に OVA 版 間 - 災 還 ニ ス 」 を 買 
っ た みな さん に 一 言 お 願い し ま 了 拉 
F ご めん な さい ( 笑 ) 
ご めん な さい ( 笑 )。 

えっ ( 笑 ) 、 そ れ で いい ん る 細 太 2 
F えー、 で きれ ば 番外 編 と が 也 り 門 純 の @ で 、 そ の ど と 
寺 は よろ し く お 願 いし ます 

あり が と う ご ざ いま し た 。 乾 記 談 症 新作 と 「 ワ ー 
ズ ・ ワ ー ス 」 の 番外 編 も 楽し み に し 細 欄 主計 。 


四 う か 509 通常 の 有 ( ピ ゃ タク 
を 使う ,@ ま 99 叶 ( 色 秘 設計 多 中 困 | 
oni 
on OO@ の が 
新鮮 で まま (2m ア ュー ス ノ 
直 中 お さむ) @ カ イサ 89 
(制作 担当 三沢 内 地 ) 
= 庄 み な さん お 疲れ さ 


ee ー 3 Re *( 黄 
、 王 、 才 Ma 1 8 2 
電 M 1 | 
1 / | | | 
3 本 。 に 4 


g/ 
人 シャ ロン 、 ニ ー ナ 、 ミ ュー 今 「 電 撃 姫 |( メ ディ アワ ー ク ス ) Vol 4 付録 ポス ター 


人 アストラル 、 シ ャ ロン 、 ニ ー ナ 、 マ リア 、 シ ル ヴ ァ ー ナ 
全 LD 版 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 Vol 1 ジャ ケッ ト 


_098 


り 二 べき 
IS 


病 り / 


ぎ 


NN 
SNWWA| | 
層 いい 


る ニーナ 、 シ ャ ロン 、 ポ ルッ クス 、 ミ ュー、 デ ル タ 
LD 版 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 VolL2 一 5 ジャ ケッ ト 


099 


例 シ ャ ロン 
 「 パ ソバ パラ チャ ッ ト 」( メ ディ アッ クス ) 


1998 年 8 月 号 付録 ボス ター 


多い 
軒 ン | 間 / 


シャ ロン 
人 「 電 撃 姫 |( メ ディ アワ ー ク ス ) Vol 7 扉 イ ラス ト 


_ 700 


疹 ミコ ュー、 マリ ア 大 9 中 
| 人 「 メ ガミ マガ ジン 」 (学研) Vol. 7 付録 ポス ター 2 ア 


シャ ロン 、 ニーナ 、 ミ ュー 
人 「 メ ガミ マガ ジン 」( 学 研 ) Vol.8 付録 ポス ター 
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Celf 1 ココ コン RFEFEN RELINNY 


リタ 
人 「 パ ソバ パラ キャ ラサ イト 」( メ ディ アッ クス ) 
2000 年 9 月 号 付録 ポス ター 


ニー ナ 
人 「 バ パソ パラ チャ ッ ト 」( メ ディ アッ クス ) 
1999 年 12 月 号 付録 ポス ター 


_ 702 


1 


人 デルタ 
人 「 メ ガミ マガ ジン (学研 ) Vol 5 付録 ボス ター 


(4 の > 凍 目 
ルル し MI 『/ 


シャ ロン 
人 「 パ ソ パ ラキ ャ ラサ イト 」( メ ディ アッ クス ) 
2000 年 ] 1 月 号 付録 ポス ター 


Celf 19989 
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GREEN BUNNY 


[電撃 姫 ス パシ ャ ル 」( メ ディ アワ ー ク ス ) 


シャ ロン 


付録 ポ ボス ター 


DVD・ ビ デオ 版 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 


シャ ロン 


総集編 ジャ ケッ ト 


704 


例 マ リア 
金 「G-type」( コ アマ ガ ジ ン ) vol 3 付録 ポス ター 


LIU 『 


705 


6elf 1999〆GREEN BUNNY 
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ミュ ー 
人 「 電 撃 姫 |( メ ディ アワ ー ク ス ) Vol10 付 録 ポ スタ ー 


ミュ ー 


| ン ー ア ー 
/ ーー 
が 
(4 
ン . 出 
デ ぶ い ぃ 憶 
| い Pa 4 
例 ミ ュー 


人 「 パ ソバ パラ チャ ッ ト 」( メ ディ アッ クス ) 
8000 年 6 月 号 付録 ポス ター 


70Z 


celf 1999〆GREEN BUNNY 


… 還 の は ばり 外 (r OCRO は 耳 Sr は びと fi 天 は 8 で 計 凌 思 。 鞍 吐 9「 和 コー ロ ・ ハ ーー ロロ 」 の 人 は 中 対 は ETFri ヽ HIx 党 補選 の 
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ALL OF WORDS WORTH 


ALL 0OF WORDS WOHRHTH 


BOOKS$ 


DVD 


L D 


VIDEO 


VIDEO-CD 


DVD&VIDE0O 


(総集編 ) 


GAME 
還 


[ワー ズ ・ ワ ー ス ] 

信 発 売 : エル フ 

人 @ 種 別 : PC ゲー ム (18 禁 ) 

人 @ 価 格 : 8.800 円 圭 税 

代 対 応 : Windows95・98・Me 

(CD-ROM 2 枚 組 ) 

@ エ ルフ 初 の 3D・ フ ルポ リ ゴ ン 
HPG 7 バト ル も エッ チ も 大 
満 定 の ボリ ュー ム で お 届け 


BOOKS 


NII アツ ド 」 


人 @ 発 行 : 辰巳 出版 

人 @ 判 型 : A 4 判 プ 128P 

人 @ 価 格 : 8000 円 十 税 

⑯ ゲ ー ム 対応 の 完全 攻略 と 、 
原画 掲載 の オフ ィ シ ャ ル 本 。 

「 り ん し ん 自選 原画 集 」 

@ 発 行 : ケイ エス エス 

人 @ 判 型 : A 4 判 プ 96 ペ ー ジ 

人 @ 価 格 : 8.286 円 填 税 

@⑯ り ん し ん 自ら が 選ん だ 
ベス トイ ラス ト 集 。 


こい 


DVD 


DV NNN 


@ 発 売 : グリ ー ン ・ バ ニー 

人 @ 伯 格 : 各巻 5.800 円 十 税 

人 @ 収 録 時 間 : 難 巻 3O 分 

信 超 人 気 ゲー ム を 精鋭 スタ ッ フ 
が アニ メ 化 ! 剣 と 魔法 が 織 
りな す 、 エッ チ と 感動 の 物語 。 


MOE.3「 合 説 の 全 士 」 


伝説 の 剣士 


<<<<<<<<< 


完全 ガイ ド 


Pe 人 P 1 1 


も プー 
りん し ん 自選 原画 集 | 


> テテ テテ > 


4 >>>>>>>>> 


L 


トン 


LD 版 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 

信 発 売 : グリ ー ン ・ バニ ー 

人 @ 価 格 : 各巻 6.800 円 税 

@ 収 録 時 間 : 各巻 0 分 

人 @ 各 巻 の サブ タイ トル 、 内 容 は 
DVD 版 と 同じ 。 カ バー ジャ 
ケッ ト は 描き 下ろ し 。 


V-CD 版 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス 」 
信 発 売 : グリ ー ン ・ バ ニー 

人 @ 価 格 : 各巻 4.700 円 税 

人 @ 収 録 時 間 : 各巻 3 分 

介 各 巻 の サブ タイ トル 、 内 容 は 
DVD 版 と 同じ 。 


(総集編 ) 


総集編 「 ワ ー ズ ・ ワ ー ス ]」 

人 発売 : グリ ー ン ・ バ ニー 

人 価格 : DVD ・ ビ デオ 版 と も 

6.800 円 寺 税 

人 @ 収 録 時 間 : 難 約 80 分 

介 初 回 封入 特典 と し て 、DVD 
版 に 映像 特典 と ポス トカ ー ド 、 
ビデ オ 版 に ポス トカ ー ド 付き 。 


>>>>>>>>> 


VIDEO | 


@ 発 売 : グリ ー ン ・ バ ニー 

@ 休 格 : 各巻 6.800 円 + 税 | 

@ 収 録 時 間 : 各巻 3 分 

@ 千 巻 の サブ タイ トル 、 内 容 は | 
DVD 版 と 同じ 。 


ORITI 
VOL. ら 「 神 々 の 戯れ 」 


お 問い 合わ せ は … 
多 沙 エル フ 
TEL.03(3337)0895 
http://Www.elf-game.Co.jp/ 
金光 グリ ー ン ・ バ ニー 
TEL.03(3544)8118 
http://WwW.green-Dunny.Com/ 
念 紗 ケイ エス エス 
TEL.03(5708) 1764 
http://Wwww.KSSs-inC.CO.jp/ 

念 辰己 出版 弥 
TEL.03(5360)8088 
http://www.tg-net.COJD/ 
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HIMTAA て 用 MAA 10 上 V 


人 気 メ ー カ ー 「GREEN BUNNY」 が 自信 を 持っ て 贈る 、 = 
純愛 か ら サ スペ ンス まで 勢ぞろい の 超 強 カラ イン ナッ プ ! S 


producedby GREEN BUNNY 


回 9 
り の の の の ら の ゆみ の の の の ひらの の の の の の の の po の 


、 @ あ の 人 気 ア ニ メ ー タ ー が 、 

美 少 女 アニ メ に 初 挑戦 ! 

御 先祖 替 江 

ご せん そ さ ん へ 

「 天 地 無 用 ! 」 シ リー ズ で 

お な じみ 、 梶 島 正樹 & AIC 
が 美 少 女 アニ メ に 初 挑戦 し 


第 一 話 面 叉 (お も か げ )」 三 絡 「 恋 攻 ( こ いや み )】 ))。 若 季 四 話 「 導 女 (と と おとめ )」 た 作品 。 不 老 不 死 の 元 と な 
VHS : 30 分 6 800 円 /BIVHL1001 8 遇 8/BH VHs : 303/60o ロ glvt907 ws 精液 を 持つ 少年 、 源 を め 
s ぐる 幻想 的 な スト ー リ ー だ 
「 < = o も oooocoeeeeoeoe や oe 
導 @ 人 気 シ リー ズ の 続編 が 、 5 
) ペ 超 パ ワー アッ プ し て 登場 ! = 
* 和 トロ 
続 ・ 御 先祖 将 江 
そく ・ ご せん そ さ ん へ 
ィ 前 シリ ー ズ か ら 1 年 ァ 02 こ 
プ メリ カカ か ら 源 が 帰っ て きた る 
そし て 同時 に 、 学 園 の 女 学 
を 生 が 襲わ れる ……。 新 キャ y 
電 ラ も 登場 し て 、 ま すま す 妖 第 - 第 三 話 「 現 身 ( う つ し み )] 
hh し く 沈 える 梶 島 ワー ルド ! 2 DVD 06 00/SBBHr 計り HEIRSD2C28S00EGBVEE1 グ 72 
S 人 の と の の の 9 9 の の 9 の の 9 の 9 の 9 の 999 の 9 の 9999 の 0@e@ 
ー 人 @AIC の 第 2 弾 は 、 宇宙 を 
。 舞台 に し た 超絶 コメ ディ ! 
を アッ ODGTa 
> デ 必 ガ * ルター 


梶 島 SAIC の コン ビ に よ 
美 少 女 ア ニ メ 第 2 弾 ! ら 
w 人 型 コ ンピュータ の ケイ に 
。 育て られ た 少年 、 潤 N 


第 一 話 「 ツ 年 其 の 終わ り 」 第 二話 「 い さま し い チ ビ の 第 三 = 語 「 元 祖 大 下村 第 吉 記 」 第 四 話 「 君 に MU ゅ 

DVD 円 BIBH-1037 トラ ブル メー カー」 BIBH-1 DVD : 30 分 4.7 1040 の 】 

VHS : 30 分 プ 6.800 円 プ BIVH-1002 DVD : 30 分 4.700 円 プ BIBH-1038 VHS : 30 分 6.800 円 /BIVH-1006 VHS : 30 分 6.800 円 プ BIVH-1008 と エッ チ の 物語 が 、 壮 大 な < 
VHS : 30 分 6.800 円 BIVH-1004 回 宇宙 を * 


の の の ひ の の の の の の の の の 9 のみ 999@ 


@ 「 梅 津 奈 臣 ] が 手がけ る 


巨匠 「 梅 津 泰 と 
キャ ラ デ ザ 、 作 デ 
務め た 話題 作 ! 姦 
と 暗殺 者 の 顔 を 持つ 少 an 
ーー 砂羽 を 中 心 に 描く 、 犯 罪 と 
Vol 1 INTERNATIONAL VERSION き エロ ス が 合体 し た 、 極 上 の 
DVD : 30 分 /4.7 テイ レク ター 6098 本 こ エン ター テイ ン メ ント ! し 
RW 2 ノ 
で の の の の の o@e@@ の 9 みる @9@@@@@ の ゅ のみ の 9 の 99 ゃ も oo 
Natural Another 人 @ 青 年 と 少女 が 織り な す 、 - 


純愛 と 鬼 の ハー モニ ー  。 
原作 は 、 同 名 の パソ コン < 
ゲー ム 。 一 途 に 春彦 を 想う 
ひ 千歳 は 、 is 9 
ば 入れ で い ぐ …… 純愛 
0 
特徴 。「Another」 で は 、 
2 人 の 周り の 女性 た ち に も 
1032 っ スポ ッ ト を 当て て いる 。 


の ら の の の 9 の 9 の 


の ら の ②@ の 9 の 


【 
( 
i 

の ら ひ の の の の 


Another.1「 


VHS : 30 分 


HS : 30 
の oo の o@ ら @ ら @ ら oooeo@e@eo る もち oooeoeeeeoeee②ee 


DVD : 60 分 5.800 円 GBBH-1160 
VHS : 全 2 差 ( 各 30 分 ) 各 3.800 円 
GBVH-2003、2004 


DVD : 45 分 4.700 円 プ GBBH-1147 
VHS : 45 分 3.800 円 SHVZ-1004 


… 融 寺 嘆 弄 S 対 深 さけ は 再 
本 年 「 和 に 斗 茹 】 OH 呈 斗 


ー 寸 ぴ ニア = に 斗 出 り ワーズ ロゴ 


准 い 一 ri き は の HH と 島 


い 


VHS : 45 分 


ー 計 


第 一 話 「 鬼 (の ぞ み )] 
DVD : 30 分 6.800 円 GBBH-1021 
VHS : 30 分 6.800 円 プア GBVH-1021 


第 三 話 「 獅 叉 天 ( じ ゅ ん )」 
DVD : 30 分 //6.800 円 プ GBBH-1023 
VHS : 30 分 6.800 円 プ GBVH-1023 


の 9 
g 全 で) 


Vol.1 「 既 視 感 ー デ ジャ ヴュー」 
DVD : 25 分 /5.800 円 プ GBBH-1040 
VHS : 25 分 5.800 円 プ GBVH-1040 


Vol. 2 「 チ ャ ンダ リー の 火 」 
DVD 25 分 〆5.800 円 〆GBBH-1041 
VHS : 25 分 5.800 円 プ GBVH-1041 


[ 。 お 申し 込み は : グリ ー ン ・ 


第 二話 「 天 使 (は くま )]」 
DVD : 30 分 6.800 円 プ GBBH-1022 
VHS : 30 分 6.800 円 GBVHF1022 


第 四 話 「 豚 子 ( れ いこ )]」 
DVD : 30 分 6.800 円 プ GBBH-1024 
VHS : 30 分 6.800 円 プ GBVH-1024 


介 新 世紀 に AIC が 贈る 、 
新 感覚 アド ベン チャ ー ! 


創世 聖 紀 
デ ヴ ァ ダシ ー 


い 細 < 】 可 世 紀 初 頭 、 謎 の 生命 体 


の 攻撃 に さら され る 地球 
主人 公 、 亜 納 ケ イ は 政府 公 
認 組 織 「 ス ピリ ッ ツ 」 に 入 
隊 す る …… 。 新 世紀 に ふさ 
わし い SF ア ド ベ ンチ ャ ー 


だ / 


の ランタ 
レシ ダン 紀 
Vol.3「 未 来 テ ビジ ョ ンー~」 


DVD : 25 分 5.800 円 プ GBBH-1042 
VHS : 25 分 /5.800 円 プ GBVH-1042 


DVD : 45 分 〆4.700 瑞 BIBH-1067 
3.800 円 SHVZ-1003 


自 旬 
ら 汚 復 
戦 さ 儲 
名 : の 
女 た た 

less だ 
醒 療 工 は 
5 る 上 
た が 
め っ 
8 た 


パー へ 44 ビー す 。 と で りり ご ロア ミサ せ ー 叫 


嵐 に 2 私 魔 重 
『 安 宇 た 法 語 
中 | ち 使 @ 
8 際 を UN 魔 
F 者 穫 身 の 法 
触 テ け 体 ク と 
手 イ る 張 | 
系 ナ 3 っ り E 
ア を 女 で : | ゆ 4 
二 襲 ' 冒 較 占 』 学 
炎 険 っ 戦 の 
の ` 者 て 土 */ 物 
定 手 イィ 生 I | テ 
邊 ・30 分 ロ 
版 の ナ VHS: 392 ン 8.590 韻 ン GBot1999 。 !? マ  !? 
介 育 中 に 鬼 を 背負 っ た 少女 


の 、 悲 し くも 美しい 奏 命 … 


鬼 点 晴 お に て ん せい 


男 は 喰い 、 女 は 犯す … 
育 中 に 生き た 鬼 を 背負 っ た 
少女 、 の ぞ み 。 彼 女 の 周り 
で 起こ る 連続 殺人 事件 は 何 
を 示し て いる の か ……? 

「 御 先祖 将 江 ] の スタ ッ フ 
が 贈る 、 ハー ド 伝 奇 ポ ル ノ 。 


バニ ー の HP(http://Www.gregn-bunnycom/) へ 。 な お 、 掲 載 し た 作品 は すべ て 、 


Vol.2 「 永 加 の キス を あな た に あげ る 」 
DVD : 30 分 4.700 円 プ GBBH-1018 
VHS : 30 分 6.800 円 プ GBVH-1006 


の 


人 @ 美 し き 三 姉妹 は 暗殺 者 。 
今夜 も どこ か で 血 が 流れ る 


ミッ ドナ イト 
バン サー @ い つも の 穏やか な 教室 は 、 


の 計時 に し て 地 生 と 化し た 
っ 本 1 
者 、 朝 邑 タ の マン ガ が 原作 。 。 務 園 ソドム 
金 さえ 払え ば どん な 男 で も 同名 パソ コン ゲー ム が 原 
殺す 、 美貌 の 三 姉妹 の 物語 。 。 作 。 爆弾 魔 に 占拠 され た 才 
室 で 、 い た 点 ら れる 少女 た 
ちの 悲鳴 が こだま する 。 


Vol.1 Vol.2 
DVD : 30 分 4.700 円 プ GBBH-1020 
VHS : 30 分 6.800 円 /GBVH-1005 


いん ませ いで ん 


18 歳 未満 の 方 は ご 購入 で きま せん 。 


レン 
ニン 
ワ 
の 
losl 
〇 
と 
る 


了 リィ 


STAFF 


全 
石川 順子 


宗像 知行 
金子 陽一 
三橋 功 
北川 二 
荒木 香代 子 
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